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レジリエンス向上に関する介入研究の文献的検討
─臨地実習のレジリエンス向上に対する介入プログラム構築に向けて─

竹 之 内 優 美

Ⅰ．序 論

ア メ リ カ 心 理 学 会（American Psychological
Association；以下，APA）によれば，心理学者が定義す
るレジリエンスとは，逆境・トラウマ・悲劇・脅威，ま
たは家族や人間関係の問題，深刻な健康問題，職場や経
済的なストレスなどの重大なストレス源に直面しても，
うまく適応するプロセスである。そして，レジリエンス
とは，これらの困難な経験から⽛立ち直る⽜ことだけで
なく，深い個人的成長も伴う概念であると捉えられてい
る（APA, 2012）。
レジリエンスの中核概念は，⽛逆境⽜と⽛肯定的適応⽜

である。このことから，レジリエンスの定義には，⽛困難で
驚異的な状況にもかかわらず，上手く適応する過程・能力・
結果⽜（Masten et.al., 1990）や⽛深刻な逆境の中で肯定的
な適応をもたらす力動的過程⽜（Luthar et al., 2000）など，
⚒つの中核概念の要素が含まれた表現となっている。
レジリエンスの保護メカニズム Rutter（1985; 1987）
は，それまでに危険な軌跡であったものが適応的な結果
をもたらす可能性の高い軌跡へと変化する状況を⽛保護
メカニズム⽜と説明しており，レジリエンスが肯定的適
応を促進するうえで重要な機能を果たすと述べている。
保護とは⽛不適応な結果を招きやすい環境要因に対する
人の反応を修正・改善・変化させる影響⽜（Rutter, 1985;
1987）であり，この保護的な作用をもたらす因子が保護
因子である。保護因子は，不適応的な結果を招くメカニ
ズムから個人を守ってくれるプロセスを導く機能に焦点
が置かれていることから，楽しい出来事や社会的に望ま
しいと考えられる資質といった心地よさをもたらすポジ
ティブな因子だけを指すのではない。例えば過去の逆境
体験が，その後の逆境体験時のネガティブな心理状況の
緩和やリスク環境下での適応行動の促進をもたらす可能
性があるなど，一般的にはネガティブな側面として捉え
られる因子であっても，保護作用をもたらすものは，レジ
リエンス概念において⽛保護因子⽜となり得るのである。
これまでのレジリエンス研究の中で，様々なレジリエ
ンス尺度が開発されてきたが，これらの尺度が測定して
いるものは，ある⽛逆境⽜に直面したときにレジリエン

スを促進する要素であると考えられ，⽛保護因子⽜といえ
るであろう。Rutter（1985）が述べているように，状況
が変わればレジリエンスも変わるのである。レジリエン
スの中核概念が⽛逆境⽜と⽛肯定的適応⽜であることか
ら，リスク環境の性質によって保護的機能を発揮する因
子は異なると考えられる。
Rutter（1987）は，この保護因子によってもたらされ
る保護プロセスの作用について，⽛リスク影響の低減⽜，
⽛負の連鎖反応の低減⽜，⽛自尊心と自己効力感の確立と
維持⽜，⽛可能性（機会の開放）⽜の⚔つを挙げている。⽛リ
スク影響の低減⽜とは，⚑つ目にリスクそのもの（リス
ク要因の意味や危険性）を変化させること，⚒つ目に暴
露を変化させることであり，危険への暴露や関与の変化
を通じて危険の影響を減らすというリスク影響（リスク
インパクト）の低減の作用をもたらすものである。した
がって，リスクに対する保護メカニズムは，リスクを回
避するのではなく，リスクへの暴露をコントロールする
ことである。⽛負の連鎖反応の低減⽜は，危険との遭遇（リ
スクにさらされた後に起こる）による負の連鎖反応の可
能性を抑える作用であり，介入に利用することができる
と考えられている。⽛自尊心と自己効力感の確立と維持⽜
は，安全で充実した人間関係の利用や課題の達成を通じ
て自尊心や自己効力感を促進するものである。このよう
に，自分の価値を十分に感じ，人生の難局にうまく対処
できるという自己の能力への自信と確信を持つことで保
護に繋がると考えられている。また，ハイリスク状況下
に置かれている人が自己概念を強化するうえで，安定し
た密接な関係と成功や達成（特に本人にとって重要な領
域に関する成功）の⚒種類の経験が最も重要であり，こ
れらが保護作用を発揮し，自尊心と自己効力感の維持・
向上への効果をもたらすと予測される。そして，⽛可能
性（機会）の開放⽜は，リスク状況下において機会を開
くものであり，人生のターニングポイントに関わってい
る。このメカニズムが最も顕著に表れるのは教育プロセ
スであると言われている。Rutter（1985）によれば，レ
ジリエンスは，明確な目的を持って行動し，選択した目
的を達成するための何らかの戦略によって特徴付けられ
るものであり，第一に自尊心と自信，第二に自分自身の
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自己効力感と変化や適応に対処する能力への確信，第三
に社会的問題解決アプローチのレパートリーという関連
要素が含まれる。したがって，このような教育の機会を
得ることにより，リスク体験下で活用できる問題解決の
アプローチのレパートリーを育み，自身の対処能力に対
する自己効力感と自尊心の向上に繋がり，積極的・肯定
的適応を導くと考えられている（Rutter, 1987）。
これらの保護プロセスの作用は，レジリエンス向上の
ための介入による効果を考えるうえで，重要な示唆とな
るであろう。⽛リスク影響の低減⽜と⽛負の連鎖反応の低
減⽜は，リスク環境や遭遇したネガティブな体験に対す
る認知的評価をポジティブな捉え方に変化させる，ある
いはリスクやネガティブな体験への対応力を高めること
により，リスクからの影響を少なくするという介入やリ
スクを低減させる環境改善の方向性が考えられる。⽛自
尊心と自己効力感の確立と維持⽜は，知識や技術の習得，
問題解決能力，ソーシャルスキルの向上，成功体験がで
きるような介入の方向性が考えられる。そして，⽛可能
性（機会の開放）⽜は，教育プログラムの提供によって，
⽛リスク影響の低減⽜⽛負の連鎖反応の低減⽜⽛自尊心と自
己効力感の確立と維持⽜に関わる様々な能力を養うだけ
でなく，すでに持っている自己の能力に気づくことなど，
自己理解を深めるための介入の方向性も重要である。
予防的介入によるレジリエンス向上 APA（2012）は，
筋肉を鍛えるように，レジリエンスを高めるうえで，つ
ながり・ウェルネス・健全な思考・意味という⚔つのコ
ア要素に焦点を当てることで，困難でトラウマとなる経
験に耐え，学ぶ力を得ることができると述べている。具
体的には，⽛人脈を築くこと⽜（人間関係を優先する，グ
ループに参加する），⽛ウェルネスの促進⽜（自分の体を大
切にする，マインドフルネスの実践，ネガティブな発散
を避ける），⽛目的を見つけること⽜（他人を助ける，積極
的に行動する，目標に向かって前進する，自己発見の機
会を探す），⽛健康的な考えを受け入れること⽜（物事を冷
静に見守る，変化を受け入れる，希望を持つ，過去から
学ぶ），⽛助けを求めること⽜（愛する人や信頼できる専門
家のサポートを受けて対処する）といった自身と周囲の資
源や多方面からの戦略の活用である。このように，レジリ
エンスとは，高めることが可能であると考えられており，
リスク環境に対して予防的介入の意義があるといえる。
しかしながら，レジリエンス向上のための予防的介入
を考える際には，⽛状況が変わればレジリエンスも変わ
る⽜ことに留意する必要がある。ゆえに，今後直面する
可能性のある⽛逆境⽜を想定したうえで，そのリスクに
応じた⽛保護因子⽜を獲得する，あるいは強化すること
に焦点を当てた介入が重要である。本稿で研究対象とす
るのは，基礎教育課程における臨地実習で求められるレ
ジリエンスである。したがって，基礎教育課程における

臨地実習の中で直面する困難な状況を⽛逆境⽜と想定し，
臨地実習のリスク環境下での⽛肯定的適応⽜を促進する
ための予防的介入に着目している。そのため，臨地実習
のレジリエンスにおいて保護的作用をもたらす⽛保護因
子⽜として，臨地実習のリスク環境に対応させて開発し
た⽛実習用レジリエンス尺度⽜（竹之内，2022）の【肯定
的未来志向】【自己統御性】【ソーシャルサポート】【柔軟
性】【楽観性】の⚕因子を位置づけ，これらの因子に対す
る介入を行うことにより，臨地実習におけるレジリエン
ス向上に繋がることが期待できる。
本稿の目的 本稿では，第一に心理学領域における国
内のレジリエンス向上に対する介入研究の文献検討を行
うことにより，介入方法とその効果を考察すること，第
二に臨地実習におけるレジリエンス向上をはかるために
⽛実習用レジリエンス尺度⽜（竹之内，2022）の⚕因子の
側面から今後の介入方法の示唆を得ることを目的とする。

Ⅱ．方 法

⚑．検索方法
国立情報学研究所が提供する学術情報検索サービスで
ある CiNii Research を用いて，2025 年⚖月 15 日までに
掲載された論文を対象とした。
検索キーワードは，幅広く文献にアクセスするために
フリーワード検索とし，⽛レジリエンス⽜のキーワードに
⽛介入⽜⽛向上⽜⽛強化⽜のいずれかのキーワードを組み合
わせて検索した。その他，先行研究の文献レビューに採
択された論文と文献リストを活用し，ハンドリサーチを
行った。

⚒．選定方法および分析方法
選定方法は，上岡他（2021）による PRISMA 2020 の解
説と日本語訳のフローチャートを参考にした。データ
ベースから抽出された論文のうち，心理学領域以外の論
文および個人を対象とした心理的レジリエンス以外の論
文を除外，タイトルとアブストラクトから介入研究では
ないと判断した論文を除外，重複論文を除外した。さら
に，フルテキストからレジリエンスの介入研究ではない
と判断した論文および評価指標にレジリエンス尺度を用
いていない論文を除外した。それらを除去して採択した
論文に加え，先行研究の文献レビューに採択された論文
と文献リストから選定基準を満たした論文を含めた
（Figure 1）。
これらの論文を分析対象とし，レジリエンスを高める
介入内容に基づき分類した。また，分析は，対象者，介
入方法・内容，評価指標，評価回数・時期，レジリエン
ス介入効果の有無，介入結果の概要を各対象論文から抽
出し，本稿の目的に沿って比較・検討した。
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Figure 1 文献選定のフロチャート



Ⅲ．結 果

文献検索の結果，選定基準を満たした 25 編を分析対
象の論文とした。なお，レジリエンスの実証研究は未だ
発展途上であることから報告数が少ないため，ランダム
化比較試験（RCT）以外の介入研究も含めて分析した。
これらの論文の発行年は，2000 年以前が⚐編，2000 年か
ら 2009 年が⚑編，2010 年から 2019 年が 13 編，2020 年
以降が 11 編であり，2010 年以降から介入研究の報告が
増加傾向にあった。

⚑．対象者の概要
介入研究の対象者の概要として，年代では小学生が⚕
編，中学生が⚑編，高校生が⚒編，大学生・専門学校生
が⚙編，幅広い年代を対象としたものが⚒編（20 歳から
60 歳が⚑編，平均年齢 30 歳代が⚑編），その他の社会人
が⚖編（看護師が⚔編，海上自衛隊員が⚑編，⚔歳から
11 歳の発達障害の診断を受けた児童の母親が⚑編，）で
あり，対象者は学生が中心であった。

⚒．介入形式
介入形式は，もっとも多かったものが集団介入で 23
編であり，web による個人介入が⚑編，web による集団
介入が⚑編であった。そのうち，対照群を設定したもの
が 11 編，対照群の設定がないものが 14 編であった。次
に，介入の評価時期については，対象論文 25 編すべてに
おいて介入前後に行われていたが，フォローアップの評
価が行われていたものは 13 編であった。また，介入時
間については，⚑回の介入が 60 分未満が 12 編，90 分が
⚕編，⚒時間が⚒編，⚓時間が⚑編，未記載が⚕編であっ
た。介入回数については，未記載のものが⚓編あるが，
⚑回が 10 編と最も多く，それ以外の 12 編は⚒回から⚘
回と複数回実施していた。介入期間については，未記載
が⚓編，⚑日から⚒日が⚙編，⚒週間から⚑か月未満が
⚗編，⚑か月から⚔か月が⚖編であり，短期の介入が多
かった。これらの各該当論文をTable 1 に示す。なお，
文献番号は，Table 2 の分類に基づき，発行年順に付与
したものである。
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Table 1 介入形式と評価 N＝25
項目 編数 文献番号

介入形式 個人（web) 1 2）
集団（web) 1 5）

集団 23
1）3）4）6）7）8）9）10）11）
12）13）14）15）16）17）18）
19）20）21）22）23）24）25）

対照群 あり 11 2）4）6）8）9）10）11）15）16）
18）23）

なし 14 1）3）5）7）12）13）14）17）19）
20）21）22）24）25）

評価時期

介入前後 あり 25
1）2）3）4）5）6）7）8）9）10）
11）12）13）14）15）16）17）18）
19）20）21）22）23）24）25）

なし 0

フォローアップ あり 12 4）6）8）9）12）13）14）15）16）
17）20）21）

なし 13 1）2）3）5）7）10）11）18）19）
22）23）24）25）

レジリエンス尺度 二次元レジリエンス要因尺度（平野，2010） 6 2）3）4）5）6）21）
精神的回復力尺度（小塩，2002） 5 5）8）9）10）24）
S-Hレジリエンス検査（佐藤・祐宗，2009） 2 1）25）
小学生用精神的回復力尺度（原・都築，2013） 2 14）15）
小学校レジリエンス・スキル尺度（中島他，2020） 1 22）
児童用レジリエンス尺度（田中，2012） 1 18）
中学生用レジリエンス尺度（石毛・無藤，2005） 1 19）
子ども用レジリエンススキル尺度（五十嵐他，2018） 1 7）
Resilience Scale（Wagnild, 1993） 1 16）
看護師レジリエンス尺度（井原他，2009） 1 17）
保育のレジリエンス尺度（小原・武藤，2005） 1 20）
養育レジリエンス尺度（鈴木他，2015） 1 23）
レジリエンス尺度（詳細不明） 1 13）
なし（過去の研究成果に基づく） 2 11）12）

※5）重複あり



⚓．介入内容と効果
25 文献の介入内容については，【自己理解の促進・自
己認識の変容を促進する介入】【SAT療法に基づく介入】
【認知行動療法に基づく介入（SAT以外）】【ソーシャル
スキルの育成をはかる介入】【問題解決能力向上への介
入】【感情調整能力向上への介入】の⚖カテゴリーに分類
することができた（Table 2）。その中で，最も多い介入
内容は認知行動療法を基盤とした介入であり，特に
SAT療法が⚕編，SAT療法以外の認知行動療法も⚕編

であり，合わせて 10 編であった。次いで自己理解の促
進・自己認識の変容を促進する介入が⚗編であった。ま
た，評価指標に用いられたレジリエンス尺度は 13 種類
であり（Table 1），最も多く使用された尺度は⽛二次元
レジリエンス要因尺度⽜（平野，2010）⚖編，次いで⽛精
神的回復力尺度⽜（小塩他，2002）⚕編であった。対象論
文の詳細については Table 3 に示す。以下，各カテゴ
リーの介入概要とレジリエンスに対する効果について述
べる。
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Table 2 採択論文
カテゴリー 文献番号 著者（年) タイトル

自己理解の促進・
自己認識の変容を
促進する介入

1) 近藤他（2010) 心理的アプローチを用いた看護師へのレジリエンス研究

2) 平野他（2018) レジリエンスの自己認識を目的とした予防的介入アプリケーションの検討
：レジリエンスの⽛低い⽜人に効果的なサポートを目指して

3) 上野・平野（2019) 個人と集団活動を通したレジリエンス・プログラムの効果検討

4) 上野・平野（2020) 個人と集団活動を通したレジリエンス・プログラムの再検証

5) 魚地・前野（2021) 共感的な集団活動を取り入れたレジリエンス向上プログラム

6) 遠藤・山本（2024) ストレングスカードを用いたグループワークがレジリエンスに及ぼす影響

7) 高井良（2024) 小学校段階における自己理解を基盤としたレジリエンス教育の実践

SATに基づく介入

8) 樋口他（2010) 大学生の自己報酬追求型自己イメージ形成によるレジリエンス向上の試み

9) 新妻他（2011) 大学生および高校生における自己報酬追求型自己イメージワークによるレジリ
エンス向上の試み

10) 樋口他（2011) 大学生のレジリエンス向上プログラムに関する実践研究

11) 谷口（2012a) 看護師のメンタルヘルスとレジリエンス支援プログラムによる介入の有効性
：アサーションプログラムとの比較から

12) 谷口（2012b) 看護師のメンタルヘルスとレジリエンスに関する集団介入支援

認知行動療法に
基づく介入
（SAT以外)

13) 鈴木他（2014) 高校生に対する予防的心理支援としてのレジリエンス教育の実践と効果
：スクールカウンセラー，教師，研究者の協働を通して

14) 原・都築（2014) 小学⚕年生のレジリエンス育成プログラムの試行的研究

15) 原・都築（2016) 小学⚕年生のレジリエンスを高める授業の効果

16) 足立（2019) 大学生に対する大規模集団CBT講義の効果

17) 森他（2020) 新人看護師の自己効力感に対する認知行動療法アプローチの効果：パイロット
研究

ソーシャルスキル
の育成をはかる介入

18) 藤原（2018) 不登校予防のための児童のレジリエンス向上：SEL-8S による社会的能力の向上
を通して

19) 立川・石川（2024) 中学生のレジリエンス向上に対する問題解決スキルトレーニングの効果検討

問題解決能力向上
への介入

20) 小原（2005) 心理劇が⽛レジリエンス⽜の変容に与えた影響に関する検討

21) 秋山・藤原（2023) 高等学校⚕年一貫看護師課程の生徒のレジリエンスの向上に向けた取り組み

22) 立元他（2024) 小学校高学年におけるレジリエンス向上の試み
：小学校高学年向けプログラムの効果検証

感情調整能力向上
への介入

23) 江上（2020) 発達障がいのある児の母親の養育レジリエンスの向上を目指して
：Stepping Stones Triple P（トリプル P)による RCTを用いた試行的介入

24) 前野（2024) 海上自衛隊員のレジリエンス向上にマインドフルネス瞑想を用いた予備的検討

25) 尾関（2023) 看護学生のレジリエンス力向上を目指した講義の実践
：笑いをメインとした講義構築の試み
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Ta
bl
e
3
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
介
入
内
容
と
結
果
の
概
要
【
自
己
理
解
の
促
進
・
自
己
認
識
の
変
容
を
促
進
す
る
介
入
】

番
号

対
象
者

介
入
方
法
・
内
容

評
価
指
標

評
価
回
数
・
時
期

効
果

結
果
の
概
要

1)
⚑
病
院
⚑
ユ
ニ
ッ
ト
に
勤
務
す
る

23
～
56
歳
の
看
護
師

【
介
入
群
】

・
18
名

【
対
照
群
】

・
な
し

⚑
）
形
態
：
集
団

⚒
）
方
法
：
勉
強
会

・
IU
E
に
よ
る
自
己
理
解

・
SE
G（
構
成
的
エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
グ
ル
ー
プ
）

・
事
例
検
討
（
対
応
困
難
な
ケ
ア
事
例
の
検
討
）

⚓
）
回
数
：
⚓
回

⚔
）
所
要
時
間
：
⚑
回
45
分

⚕
）
実
施
期
間
：
記
載
な
し

・
S-
H
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
検
査

（
研
究
者
が
一
部
改
訂
し
た
も
の
）
【
介
入
群
】

・
実
施
前
，
実
施
後

有
・⽛
⚓
年
未
満
⽜
お
よ
び
⽛
⚖
年
以
上
⚙
年
以
下
⽜
の
看
護
師
に
ほ
ぼ

変
化
な
し
。

・
⼦1
0
年
以
上
13
年
以
下
⽜⽛
14
年
以
上
⽜
の
看
護
師
は
，
10
項
目

中
⚖
項
目
の
上
昇
あ
り
。

※
単
純
集
計
と
折
れ
線
グ
ラ
フ
の
み
，
統
計
分
析
な
し
。

2)
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
会
社
に
依
頼

し
，
協
力
の
同
意
が
得
ら
れ
た
30
0
名

【
介
入
群
（
実
施
群
）】

・
15
0
名

【
対
照
群
（
統
制
群
）】

・
15
0
名

⚑
）
形
態
：
w
eb
介
入
，
個
人

⚒
）
方
法
：
平
野
の
知
見
に
基
づ
く
二
次
元
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
要

因
尺
度
（
BR
S）
の
資
質
的
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
⚔
因
子
に
焦

点
を
当
て
た
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

⚓
）
回
数
：
⚔
コ
ン
テ
ン
ツ
（
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
概
念
緒
説
明
，

自
分
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
特
徴
を
知
る
，
ス
キ
ル
を
学
ぶ

ワ
ー
ク
，
自
己
肯
定
感
を
促
進
す
る
ワ
ー
ク
）

⚔
）
所
要
時
間
：
記
載
な
し

⚕
）
実
施
期
間
：
⚒
か
月

・
二
次
元
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
要
因
尺
度

（
BR
S）

・
W
H
O
-5

・
自
尊
感
情
尺
度

【
介
入
群
】

・
w
eb
介
入
前
後

【
対
照
群
】

・
介
入
群
と
同
時
期
の
⚒
時
点

有
・
介
入
群
vs
対
照
群
の
BR
S
得
点
の
比
較
に
つ
い
て
は
，
群
の
主

効
果
・
交
互
作
用
な
し
。
一
方
，
前
後
の
時
期
に
よ
る
比
較
に
つ

い
て
は
主
効
果
が
有
意
で
，
両
群
と
も
に
前
＜
後
の
傾
向
あ
り
。

・
介
入
群
：
資
質
低
群
は
，
介
入
前
＜
介
入
後
で
BR
S
の
有
意
な
向

上
あ
り
。
反
し
て
，
資
質
高
群
は
変
化
な
し
。

・
対
照
群
：
資
質
低
群
に
お
い
て
も
後
の
BR
S
の
上
昇
が
認
め
ら

れ
た
。
反
し
て
，
資
質
高
群
で
は
低
下
が
認
め
ら
れ
た
。

・
自
尊
感
情
尺
度
に
つ
い
て
は
，
BS
R
の
資
質
低
群
に
お
い
て
，
介

入
群
の
み
前
＜
後
で
有
意
な
向
上
あ
り
。

3)
首
都
圏
の
大
学
生

【
介
入
群
】

①
53
名

②
55
名

③
63
名

【
対
照
群
】

・
な
し

⚑
）
形
態
：
集
団

⚒
）
方
法
：
自
己
／
増
幅
・
発
掘
，
他
者
／
発
掘
・
増
幅
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
内
容

①
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
概
念
の
理
解
（
自
己
－
増
幅
）

②
個
人
活
動
を
通
し
た
自
身
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
理
解

（
自
己
－
発
掘
）

③
他
者
か
ら
見
た
自
身
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
理
解

（
他
者
－
発
掘
）

④
集
団
活
動
を
通
し
た
自
身
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
理
解

（
自
己
－
増
幅
）

⚓
）
回
数
：
⚔
回

⚔
）
所
要
時
間
：
⚑
回
90
分

⚕
）
実
施
期
間
：
週
⚑
回
（
計
⚓
週
間
）

・
BR
S

【
介
入
群
】

・
⚑
回
目
，
⚔
回
目

有
・
①
②
③
の
各
介
入
群
す
べ
て
に
お
い
て
，
BR
S
の
総
得
点
お
よ
び

資
質
的
・
獲
得
的
要
因
の
得
点
が
⚑
回
目
＜
⚔
回
目
で
有
意
な
向

上
あ
り
。

4)
首
都
圏
の
大
学
生

【
介
入
群
】

・
52
名

【
対
照
群
】

・
50
名

⚑
）
形
態
：
集
団

⚒
）
方
法
：
自
己
／
増
幅
・
発
掘
，
他
者
／
発
掘
・
増
幅
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
内
容

①
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
特
定
な
ど
（
個
人
ワ
ー
ク
）

②
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
・
ワ
ー
ク
（
個
人
ワ
ー
ク
）

③
偏
愛
マ
ッ
プ
に
よ
る
自
己
紹
介
，
他
者
と
の
共
通
点
な
ど

（
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
）

④
問
題
解
決
・
創
造
性
（
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
）

⚓
）
回
数
：
⚔
回

⚔
）
所
要
時
間
：
⚑
回
90
分

⚕
）
実
施
期
間
：
週
⚑
回
（
計
⚓
週
間
）

・
BR
S

【
介
入
群
】

・
介
入
前
，
⚒
回
目
終
了
後
，

⚔
回
目
終
了
後
の
⚓
時
点

【
対
照
群
】

・
介
入
群
の
介
入
前
，
⚔
回
目
終
了
後

（
⚓
週
後
）
の
⚒
時
点

有
・
介
入
前
後
の
介
入
群
vs
対
照
群
の
BR
S
は
獲
得
的
要
因
の
み
交

互
作
用
あ
り
。

・
介
入
群
：
BR
S
は
前
＜
後
で
有
意
な
向
上
あ
り
。
資
質
的
・
獲
得

的
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
⚑
回
目
・
⚒
回
目
の
個
人
活
動
後
に
有
意
な

変
化
な
し
。
一
方
，
集
団
活
動
後
に
は
有
意
な
向
上
あ
り
。

・
対
照
群
：
BR
S
は
前
＜
後
で
向
上
傾
向
が
あ
る
も
の
の
，
後
の

BR
S
に
つ
い
て
は
介
入
群
＞
対
照
群
で
あ
り
，
対
照
群
の
方
が
有

意
に
低
か
っ
た
。

5)
20
～
60
代
以
上
の
男
女

【
介
入
群
】

・
94
名

【
対
照
群
】

・
な
し

⚑
）
形
態
：
集
団
（
w
eb
）

⚒
）
方
法
：
オ
ン
ラ
イ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
個
人
活
動
と
共

感
的
集
団
活
動
）

・
自
己
理
解
（
自
己
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
視
覚
化
，
柔
軟
な

対
処
）

・
視
野
を
広
げ
る

・
相
互
サ
ポ
ー
ト
を
深
め
る

⚓
）
回
数
：
⚑
回

⚔
）
所
要
時
間
：
⚓
時
間

⚕
）
実
施
期
間
：
⚑
日

・
精
神
的
回
復
力
尺
度

・
BR
S

・
自
尊
心
尺
度

・
LO
T
-R
日
本
語
版

・
特
性
的
自
己
効
力
感
尺
度

【
介
入
群
】

・
実
施
前
，
実
施
後

有
・
精
神
的
回
復
力
尺
度
の
【
新
規
性
】【
感
情
調
整
】【
肯
定
的
未
来

志
向
】，
BR
S
の
【
資
質
的
要
因
】【
獲
得
的
要
因
】
に
お
い
て
，

実
施
前
＜
実
施
後
で
有
意
な
向
上
あ
り
。

・
自
尊
心
尺
度
，
LO
T
-R
日
本
語
版
，
特
性
的
自
己
効
力
感
尺
度

に
お
い
て
，
実
施
前
＜
実
施
後
で
有
意
な
向
上
あ
り
。

・
BR
S
の
資
質
的
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
高
群
・
低
群
と
も
に
，
実
施
前

＜
実
施
後
で
有
意
な
向
上
あ
り
。
BR
S
以
外
の
尺
度
に
は
有
意

差
な
し
。

6)
大
学
生

【
介
入
群
】

・
22
名

【
対
照
群
】

・
24
名

⚑
）
形
態
：
集
団

⚒
）
方
法
：
ス
ト
レ
ン
グ
ス
カ
ー
ド
を
用
い
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

⚓
）
回
数
：
⚑
回

⚔
）
所
要
時
間
：
50
分

⚕
）
実
施
期
間
：
⚑
日

・
BR
S

・
SK
S（
日
本
語
版
強
み
認
識
尺
度
）
【
介
入
群
】

・
介
入
前
後
，
⚑
週
間
～
10
日
後

【
対
照
群
】

・
介
入
群
と
同
じ
時
期
に
⚓
回

有
・
BR
S
は
時
期
の
主
効
果
の
み
で
，
群
の
主
効
果
な
し
。

・
介
入
群
：
BR
S
は
前
＜
後
，
前
＜
フ
ォ
ロ
ア
ッ
プ
で
有
意
な
向
上

あ
り
。
SK
S
に
つ
い
て
も
前
＜
後
＜
フ
ォ
ロ
ア
ッ
プ
で
有
意
な

向
上
あ
り
。

・
対
照
群
：
BR
S
は
前
＜
後
，
前
＜
フ
ォ
ロ
ア
ッ
プ
で
向
上
傾
向
あ

り
。
SK
S
に
つ
い
て
も
，
前
＜
フ
ォ
ロ
ア
ッ
プ
で
向
上
傾
向
あ

り
。

7)
Ａ
小
学
校
の
第
⚕
学
年
全
⚔
学
級
の

児
童

【
介
入
群
】

・
11
7
名

【
対
照
群
】

・
な
し

⚑
）
形
態
：
集
団

⚒
）
方
法
：
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
ス
キ
ル
教
育
（
好
き
な
も
の
・
こ

と
マ
ッ
プ
，
継
続
と
努
力
の
大
切
さ
，
自
分
の
成
長
の
振

り
返
り
，
イ
メ
ー
ジ
カ
ー
ド
と
す
て
き
リ
ス
ト
，
な
り
た

い
自
分
）

⚓
）
回
数
：
⚔
回
（
⚒
回
続
き
×
⚒
回
）

⚔
）
所
要
時
間
：
⚑
回
⚑
時
間
（
⚒
時
間
続
き
）

⚕
）
実
施
期
間
：
⚒
週
間

・
子
供
用
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
尺
度
の
う
ち

⚕
因
子
15
項
目

・
精
神
的
回
復
力
尺
度
の
う
ち
⚑
因
子

⚔
項
目

・
私
的
自
己
意
識
⚔
項
目

【
介
入
群
】

・
介
入
前
後

有
・
⚓
因
子
13
項
目
に
つ
い
て
事
前
＜
事
後
で
得
点
の
向
上
あ
り
。

・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
得
点
に
お
い
て
，
気
持
ち
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
目

標
達
成
行
動
に
ク
ラ
ス
の
主
効
果
あ
り
。

・
⚔
学
級
の
中
で
⚑
学
級
の
み
，
事
後
の
目
標
達
成
行
動
が
低
下
し

た
。

注
⚑
）
介
入
群
は
，
文
献
に
よ
っ
て
介
入
群
・
実
践
群
・
実
施
群
な
ど
と
表
現
さ
れ
て
い
る
が
，
介
入
の
対
象
と
し
た
群
を
⽛
介
入
群
⽜
と
統
一
す
る
。

注
⚒
）
対
照
群
は
，
文
献
に
よ
っ
て
対
照
群
・
統
制
群
・
非
介
入
群
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
群
と
表
現
さ
れ
て
い
る
が
，
レ
ジ
エ
ン
ス
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
適
用
し
て
い
な
い
群
を
⽛
対
照
群
⽜
と
し
て
統
一
す
る
。

注
⚓
）
S-
H
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
検
査
は
，【
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
】【
自
己
効
力
感
】【
社
会
性
】
の
⚓
因
子
構
造
で
あ
る
。

注
⚔
）
二
次
元
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
尺
度
（
以
下
，
BR
S）
は
，【
資
質
的
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
】
と
【
獲
得
的
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
】
の
二
次
元
構
造
で
あ
る
。

注
⚕
）
精
神
的
回
復
力
尺
度
は
，【
肯
定
的
未
来
志
向
】【
新
奇
性
追
求
】【
感
情
調
整
】
の
⚓
因
子
構
造
で
あ
る
。

注
⚖
）
子
供
用
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
尺
度
は
，【
つ
な
が
り
】【
援
助
行
動
】 【
ル
ー
テ
ィ
ン
行
動
】【
気
持
ち
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
】【
セ
ル
フ
ケ
ア
】【
目
標
達
成
行
動
】【
自
己
肯
定
】【
客
観
的
な
捉
え
】【
自
己
理
解
】【
変
化
へ
の
捉
え
】

の
10
因
子
構
造
で
あ
る
。
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Ta
bl
e
3
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
介
入
内
容
と
結
果
の
概
要
【
自
己
理
解
の
促
進
・
自
己
認
識
の
変
容
を
促
進
す
る
介
入
】

番
号

対
象
者

介
入
方
法
・
内
容

評
価
指
標

評
価
回
数
・
時
期

効
果

結
果
の
概
要

1)
⚑
病
院
⚑
ユ
ニ
ッ
ト
に
勤
務
す
る

23
～
56
歳
の
看
護
師

【
介
入
群
】

・
18
名

【
対
照
群
】

・
な
し

⚑
）
形
態
：
集
団

⚒
）
方
法
：
勉
強
会

・
IU
E
に
よ
る
自
己
理
解

・
SE
G（
構
成
的
エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
グ
ル
ー
プ
）

・
事
例
検
討
（
対
応
困
難
な
ケ
ア
事
例
の
検
討
）

⚓
）
回
数
：
⚓
回

⚔
）
所
要
時
間
：
⚑
回
45
分

⚕
）
実
施
期
間
：
記
載
な
し

・
S-
H
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
検
査

（
研
究
者
が
一
部
改
訂
し
た
も
の
）
【
介
入
群
】

・
実
施
前
，
実
施
後

有
・⽛
⚓
年
未
満
⽜
お
よ
び
⽛
⚖
年
以
上
⚙
年
以
下
⽜
の
看
護
師
に
ほ
ぼ

変
化
な
し
。

・
⼦1
0
年
以
上
13
年
以
下
⽜⽛
14
年
以
上
⽜
の
看
護
師
は
，
10
項
目

中
⚖
項
目
の
上
昇
あ
り
。

※
単
純
集
計
と
折
れ
線
グ
ラ
フ
の
み
，
統
計
分
析
な
し
。

2)
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
会
社
に
依
頼

し
，
協
力
の
同
意
が
得
ら
れ
た
30
0
名

【
介
入
群
（
実
施
群
）】

・
15
0
名

【
対
照
群
（
統
制
群
）】

・
15
0
名

⚑
）
形
態
：
w
eb
介
入
，
個
人

⚒
）
方
法
：
平
野
の
知
見
に
基
づ
く
二
次
元
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
要

因
尺
度
（
BR
S）
の
資
質
的
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
⚔
因
子
に
焦

点
を
当
て
た
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

⚓
）
回
数
：
⚔
コ
ン
テ
ン
ツ
（
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
概
念
緒
説
明
，

自
分
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
特
徴
を
知
る
，
ス
キ
ル
を
学
ぶ

ワ
ー
ク
，
自
己
肯
定
感
を
促
進
す
る
ワ
ー
ク
）

⚔
）
所
要
時
間
：
記
載
な
し

⚕
）
実
施
期
間
：
⚒
か
月

・
二
次
元
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
要
因
尺
度

（
BR
S）

・
W
H
O
-5

・
自
尊
感
情
尺
度

【
介
入
群
】

・
w
eb
介
入
前
後

【
対
照
群
】

・
介
入
群
と
同
時
期
の
⚒
時
点

有
・
介
入
群
vs
対
照
群
の
BR
S
得
点
の
比
較
に
つ
い
て
は
，
群
の
主

効
果
・
交
互
作
用
な
し
。
一
方
，
前
後
の
時
期
に
よ
る
比
較
に
つ

い
て
は
主
効
果
が
有
意
で
，
両
群
と
も
に
前
＜
後
の
傾
向
あ
り
。

・
介
入
群
：
資
質
低
群
は
，
介
入
前
＜
介
入
後
で
BR
S
の
有
意
な
向

上
あ
り
。
反
し
て
，
資
質
高
群
は
変
化
な
し
。

・
対
照
群
：
資
質
低
群
に
お
い
て
も
後
の
BR
S
の
上
昇
が
認
め
ら

れ
た
。
反
し
て
，
資
質
高
群
で
は
低
下
が
認
め
ら
れ
た
。

・
自
尊
感
情
尺
度
に
つ
い
て
は
，
BS
R
の
資
質
低
群
に
お
い
て
，
介

入
群
の
み
前
＜
後
で
有
意
な
向
上
あ
り
。

3)
首
都
圏
の
大
学
生

【
介
入
群
】

①
53
名

②
55
名

③
63
名

【
対
照
群
】

・
な
し

⚑
）
形
態
：
集
団

⚒
）
方
法
：
自
己
／
増
幅
・
発
掘
，
他
者
／
発
掘
・
増
幅
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
内
容

①
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
概
念
の
理
解
（
自
己
－
増
幅
）

②
個
人
活
動
を
通
し
た
自
身
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
理
解

（
自
己
－
発
掘
）

③
他
者
か
ら
見
た
自
身
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
理
解

（
他
者
－
発
掘
）

④
集
団
活
動
を
通
し
た
自
身
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
理
解

（
自
己
－
増
幅
）

⚓
）
回
数
：
⚔
回

⚔
）
所
要
時
間
：
⚑
回
90
分

⚕
）
実
施
期
間
：
週
⚑
回
（
計
⚓
週
間
）

・
BR
S

【
介
入
群
】

・
⚑
回
目
，
⚔
回
目

有
・
①
②
③
の
各
介
入
群
す
べ
て
に
お
い
て
，
BR
S
の
総
得
点
お
よ
び

資
質
的
・
獲
得
的
要
因
の
得
点
が
⚑
回
目
＜
⚔
回
目
で
有
意
な
向

上
あ
り
。

4)
首
都
圏
の
大
学
生

【
介
入
群
】

・
52
名

【
対
照
群
】

・
50
名

⚑
）
形
態
：
集
団

⚒
）
方
法
：
自
己
／
増
幅
・
発
掘
，
他
者
／
発
掘
・
増
幅
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
内
容

①
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
特
定
な
ど
（
個
人
ワ
ー
ク
）

②
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
・
ワ
ー
ク
（
個
人
ワ
ー
ク
）

③
偏
愛
マ
ッ
プ
に
よ
る
自
己
紹
介
，
他
者
と
の
共
通
点
な
ど

（
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
）

④
問
題
解
決
・
創
造
性
（
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
）

⚓
）
回
数
：
⚔
回

⚔
）
所
要
時
間
：
⚑
回
90
分

⚕
）
実
施
期
間
：
週
⚑
回
（
計
⚓
週
間
）

・
BR
S

【
介
入
群
】

・
介
入
前
，
⚒
回
目
終
了
後
，

⚔
回
目
終
了
後
の
⚓
時
点

【
対
照
群
】

・
介
入
群
の
介
入
前
，
⚔
回
目
終
了
後

（
⚓
週
後
）
の
⚒
時
点

有
・
介
入
前
後
の
介
入
群
vs
対
照
群
の
BR
S
は
獲
得
的
要
因
の
み
交

互
作
用
あ
り
。

・
介
入
群
：
BR
S
は
前
＜
後
で
有
意
な
向
上
あ
り
。
資
質
的
・
獲
得

的
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
⚑
回
目
・
⚒
回
目
の
個
人
活
動
後
に
有
意
な

変
化
な
し
。
一
方
，
集
団
活
動
後
に
は
有
意
な
向
上
あ
り
。

・
対
照
群
：
BR
S
は
前
＜
後
で
向
上
傾
向
が
あ
る
も
の
の
，
後
の

BR
S
に
つ
い
て
は
介
入
群
＞
対
照
群
で
あ
り
，
対
照
群
の
方
が
有

意
に
低
か
っ
た
。

5)
20
～
60
代
以
上
の
男
女

【
介
入
群
】

・
94
名

【
対
照
群
】

・
な
し

⚑
）
形
態
：
集
団
（
w
eb
）

⚒
）
方
法
：
オ
ン
ラ
イ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
個
人
活
動
と
共

感
的
集
団
活
動
）

・
自
己
理
解
（
自
己
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
視
覚
化
，
柔
軟
な

対
処
）

・
視
野
を
広
げ
る

・
相
互
サ
ポ
ー
ト
を
深
め
る

⚓
）
回
数
：
⚑
回

⚔
）
所
要
時
間
：
⚓
時
間

⚕
）
実
施
期
間
：
⚑
日

・
精
神
的
回
復
力
尺
度

・
BR
S

・
自
尊
心
尺
度

・
LO
T
-R
日
本
語
版

・
特
性
的
自
己
効
力
感
尺
度

【
介
入
群
】

・
実
施
前
，
実
施
後

有
・
精
神
的
回
復
力
尺
度
の
【
新
規
性
】【
感
情
調
整
】【
肯
定
的
未
来

志
向
】，
BR
S
の
【
資
質
的
要
因
】【
獲
得
的
要
因
】
に
お
い
て
，

実
施
前
＜
実
施
後
で
有
意
な
向
上
あ
り
。

・
自
尊
心
尺
度
，
LO
T
-R
日
本
語
版
，
特
性
的
自
己
効
力
感
尺
度

に
お
い
て
，
実
施
前
＜
実
施
後
で
有
意
な
向
上
あ
り
。

・
BR
S
の
資
質
的
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
高
群
・
低
群
と
も
に
，
実
施
前

＜
実
施
後
で
有
意
な
向
上
あ
り
。
BR
S
以
外
の
尺
度
に
は
有
意

差
な
し
。

6)
大
学
生

【
介
入
群
】

・
22
名

【
対
照
群
】

・
24
名

⚑
）
形
態
：
集
団

⚒
）
方
法
：
ス
ト
レ
ン
グ
ス
カ
ー
ド
を
用
い
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

⚓
）
回
数
：
⚑
回

⚔
）
所
要
時
間
：
50
分

⚕
）
実
施
期
間
：
⚑
日

・
BR
S

・
SK
S（
日
本
語
版
強
み
認
識
尺
度
）
【
介
入
群
】

・
介
入
前
後
，
⚑
週
間
～
10
日
後

【
対
照
群
】

・
介
入
群
と
同
じ
時
期
に
⚓
回

有
・
BR
S
は
時
期
の
主
効
果
の
み
で
，
群
の
主
効
果
な
し
。

・
介
入
群
：
BR
S
は
前
＜
後
，
前
＜
フ
ォ
ロ
ア
ッ
プ
で
有
意
な
向
上

あ
り
。
SK
S
に
つ
い
て
も
前
＜
後
＜
フ
ォ
ロ
ア
ッ
プ
で
有
意
な

向
上
あ
り
。

・
対
照
群
：
BR
S
は
前
＜
後
，
前
＜
フ
ォ
ロ
ア
ッ
プ
で
向
上
傾
向
あ

り
。
SK
S
に
つ
い
て
も
，
前
＜
フ
ォ
ロ
ア
ッ
プ
で
向
上
傾
向
あ

り
。

7)
Ａ
小
学
校
の
第
⚕
学
年
全
⚔
学
級
の

児
童

【
介
入
群
】

・
11
7
名

【
対
照
群
】

・
な
し

⚑
）
形
態
：
集
団

⚒
）
方
法
：
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
ス
キ
ル
教
育
（
好
き
な
も
の
・
こ

と
マ
ッ
プ
，
継
続
と
努
力
の
大
切
さ
，
自
分
の
成
長
の
振

り
返
り
，
イ
メ
ー
ジ
カ
ー
ド
と
す
て
き
リ
ス
ト
，
な
り
た

い
自
分
）

⚓
）
回
数
：
⚔
回
（
⚒
回
続
き
×
⚒
回
）

⚔
）
所
要
時
間
：
⚑
回
⚑
時
間
（
⚒
時
間
続
き
）

⚕
）
実
施
期
間
：
⚒
週
間

・
子
供
用
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
尺
度
の
う
ち

⚕
因
子
15
項
目

・
精
神
的
回
復
力
尺
度
の
う
ち
⚑
因
子

⚔
項
目

・
私
的
自
己
意
識
⚔
項
目

【
介
入
群
】

・
介
入
前
後

有
・
⚓
因
子
13
項
目
に
つ
い
て
事
前
＜
事
後
で
得
点
の
向
上
あ
り
。

・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
得
点
に
お
い
て
，
気
持
ち
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
目

標
達
成
行
動
に
ク
ラ
ス
の
主
効
果
あ
り
。

・
⚔
学
級
の
中
で
⚑
学
級
の
み
，
事
後
の
目
標
達
成
行
動
が
低
下
し

た
。

注
⚑
）
介
入
群
は
，
文
献
に
よ
っ
て
介
入
群
・
実
践
群
・
実
施
群
な
ど
と
表
現
さ
れ
て
い
る
が
，
介
入
の
対
象
と
し
た
群
を
⽛
介
入
群
⽜
と
統
一
す
る
。

注
⚒
）
対
照
群
は
，
文
献
に
よ
っ
て
対
照
群
・
統
制
群
・
非
介
入
群
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
群
と
表
現
さ
れ
て
い
る
が
，
レ
ジ
エ
ン
ス
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
適
用
し
て
い
な
い
群
を
⽛
対
照
群
⽜
と
し
て
統
一
す
る
。

注
⚓
）
S-
H
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
検
査
は
，【
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
】【
自
己
効
力
感
】【
社
会
性
】
の
⚓
因
子
構
造
で
あ
る
。

注
⚔
）
二
次
元
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
尺
度
（
以
下
，
BR
S）
は
，【
資
質
的
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
】
と
【
獲
得
的
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
】
の
二
次
元
構
造
で
あ
る
。

注
⚕
）
精
神
的
回
復
力
尺
度
は
，【
肯
定
的
未
来
志
向
】【
新
奇
性
追
求
】【
感
情
調
整
】
の
⚓
因
子
構
造
で
あ
る
。

注
⚖
）
子
供
用
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
尺
度
は
，【
つ
な
が
り
】【
援
助
行
動
】 【
ル
ー
テ
ィ
ン
行
動
】【
気
持
ち
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
】【
セ
ル
フ
ケ
ア
】【
目
標
達
成
行
動
】【
自
己
肯
定
】【
客
観
的
な
捉
え
】【
自
己
理
解
】【
変
化
へ
の
捉
え
】

の
10
因
子
構
造
で
あ
る
。
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Ta
bl
e
4
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
介
入
内
容
と
結
果
の
概
要
【
SA
T
療
法
に
基
づ
く
介
入
】

番
号

対
象
者

介
入
方
法
・
内
容

評
価
指
標

評
価
回
数
・
時
期

効
果

結
果
の
概
要

8)
M
大
学
生

ス
モ
ー
ル
グ
ル
ー
プ
：

【
介
入
群
】

・
12
名

【
対
照
群
】

・
な
し

大
規
模
グ
ル
ー
プ
：

【
介
入
群
】

・
12
7
名

【
対
照
群
】

・
53
名

⚑
）
形
態
：
集
団

⚒
）
方
法
：
SA
T
療
法
の
未
来
自
己
イ
メ
ー
ジ
法

⚓
）
回
数
：
⚑
回

⚔
）
所
要
時
間
：
45
分

⚕
）
実
施
期
間
：
⚑
日

・
精
神
的
回
復
力
尺
度

・
自
己
抑
制
型
行
動
特
性
尺
度

・
自
己
価
値
観

・
問
題
解
決
型
行
動
特
性
尺
度

【
介
入
群
】

ス
モ
ー
ル
グ
ル
ー
プ
：

・
実
施
前
，
実
施
後

大
規
模
グ
ル
ー
プ
：

・
実
施
前
，
実
施
直
後
，
実
施
⚑
週
間

後
の
⚓
時
点

【
対
照
群
】

ス
モ
ー
ル
グ
ル
ー
プ
：
な
し

大
規
模
グ
ル
ー
プ
：

・
実
施
前
，
実
施
直
後
の
⚒
時
点

有
●
ス
モ
ー
ル
グ
ル
ー
プ
：

・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
【
感
情
調
整
】
は
実
施
前
＜
実
施
後
で
有
意
な

向
上
あ
り
。

・
自
己
価
値
感
尺
度
，
問
題
解
決
行
動
特
性
尺
度
に
つ
い
て
も
実
施

前
＜
実
施
後
で
有
意
な
向
上
あ
り
。

・
自
己
抑
制
型
行
動
特
性
尺
度
に
つ
い
て
は
，
実
施
前
＞
実
施
後
で

改
善
が
認
め
ら
れ
た
。

●
大
規
模
グ
ル
ー
プ
：

・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
全
体
に
お
い
て
実
施
前
＜
実
施
後
の
有
意
な
向
上

あ
り
。

・
【肯
定
的
未
来
志
向
】
は
実
施
前
＜
実
施
後
＜
一
週
間
後
で
有
意

な
向
上
あ
り
。

・
【新
奇
性
追
求
】【
感
情
調
整
】
は
実
施
前
＜
実
施
後
お
よ
び
一
週

間
後
で
有
意
な
向
上
あ
り
。

9)
M
大
学
生

【
介
入
群
】

ス
モ
ー
ル
グ
ル
ー
プ

・
12
名

大
規
模
グ
ル
ー
プ
：

・
12
7
名

【
対
照
群
】

ス
モ
ー
ル
グ
ル
ー
プ

・
な
し

大
規
模
グ
ル
ー
プ
：

・
53
名

【
そ
の
他
】

・
上
記
調
査
に
よ
る
進
路
指
導
介
入

（
高
校
⚓
年
生
）
30
名

【
大
学
生
へ
の
介
入
】

⚑
）
形
態
：
集
団

⚒
）
方
法
：
SA
T
療
法
の
未
来
自
己
イ
メ
ー
ジ
法

⚓
）
回
数
：
⚑
回

⚔
）
所
要
時
間
：
45
分

⚕
）
実
施
期
間
：
⚑
日

【
高
校
生
へ
の
介
入
】

・
進
路
指
導
へ
の
実
践
応
用

【
大
学
生
へ
の
介
入
】

・
精
神
的
回
復
力
尺
度

・
自
己
抑
制
型
行
動
特
性
尺
度

・
自
己
価
値
観

・
問
題
解
決
型
行
動
特
性
尺
度

【
高
校
生
へ
の
介
入
】

・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
尺
度
な
し

【
大
学
生
介
入
群
】

ス
モ
ー
ル
グ
ル
ー
プ

・
全
尺
度
：
実
施
前
，
実
施
後

大
規
模
グ
ル
ー
プ
：

・
実
施
前
，
実
施
直
後
，
実
施
⚑
週
間

後
の
⚓
時
点

【
大
学
生
対
照
群
】

ス
モ
ー
ル
グ
ル
ー
プ
：
な
し

大
規
模
グ
ル
ー
プ
：

・
実
施
前
，
実
施
直
後
の
⚒
時
点

有
●
大
学
生
ス
モ
ー
ル
グ
ル
ー
プ
：

・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
【
感
情
調
整
】
は
実
施
前
＜
実
施
後
で
有
意
な

向
上
あ
り
。

・
自
己
価
値
感
尺
度
，
問
題
解
決
行
動
特
性
尺
度
に
つ
い
て
も
実
施

前
＜
実
施
後
で
有
意
な
向
上
あ
り
。

・
自
己
抑
制
型
行
動
特
性
尺
度
に
つ
い
て
は
，
実
施
前
＞
実
施
後
で

改
善
が
認
め
ら
れ
た
。

●
大
規
模
グ
ル
ー
プ
：

・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
全
体
に
お
い
て
実
施
前
＜
実
施
後
の
有
意
な
向
上

あ
り
。

・
【肯
定
的
未
来
志
向
】
は
実
施
前
＜
実
施
後
＜
一
週
間
後
で
有
意

な
向
上
あ
り
。

・
【新
奇
性
追
求
】【
感
情
調
整
】
は
実
施
前
＜
実
施
後
お
よ
び
一
週

間
後
で
有
意
な
向
上
あ
り
。

10
)
M
大
学
の
学
生

【
介
入
群
】

・
88
名

【
対
照
群
】

・
72
名

⚑
）
形
態
：
集
団

⚒
）
方
法
：

【
介
入
群
】

①
SA
T
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
向
上
法

【
対
照
群
】

②
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

⚓
）
回
数
：

①
②
と
も
に
⚑
回
45
分
，
①
は
介
入
後
⚓
週
間
の
ホ
ー
ム

ワ
ー
ク

⚔
）
所
要
時
間
：
⚑
回
，
ホ
ー
ム
ワ
ー
ク
⚓
週
間

⚕
）
実
施
期
間
：
⚓
週
間

・
精
神
的
回
復
力
尺
度

・
自
己
抑
制
型
行
動
特
性
尺
度

・
問
題
解
決
型
行
動
特
性
尺
度

・
感
情
認
知
困
難
度
尺
度

・
特
性
不
安
尺
度

【
介
入
群
】

・
介
入
前
，
⚓
週
間
後
（
ホ
ー
ム
ワ
ー

ク
終
了
後
）

【
対
照
群
】

・
介
入
群
と
同
様
の
⚒
時
点

有
・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
介
入
群
・
対
照
群
の
比
較
に
お
い
て
，
介
入
群

＞
対
照
群
で
介
入
後
の
有
意
な
向
上
あ
り
。

・
自
己
抑
制
型
特
性
・
感
情
認
知
困
難
度
お
よ
び
特
性
不
安
の
各
尺

度
得
点
は
，
介
入
群
で
実
施
前
＞
実
施
後
に
有
意
な
得
点
の
低
下

が
認
め
ら
れ
た
が
，
対
照
群
に
有
意
差
は
な
か
っ
た
。

・
問
題
解
決
度
は
，
介
入
群
で
実
施
前
＜
実
施
後
に
有
意
な
向
上
が

認
め
ら
れ
た
が
，
対
照
群
に
有
意
差
は
な
か
っ
た
。

11
)
関
西
圏
に
あ
る
病
院
に
所
属
す
る

看
護
師

【
介
入
群
】

・
19
名

【
対
照
群
】

・
18
名

⚑
）
形
態
：
集
団

⚒
）
方
法
：
介
入
群
は
宗
像
の
SA
T
療
法
に
基
づ
く
脳
内
体

験
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
ワ
ー
ク
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
，
対
照
群
は

ア
サ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

⚓
）
回
数
：
⚑
回

⚔
）
所
要
時
間
：
⚒
時
間

⚕
）
実
施
期
間
：
⚑
日

・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
指
標
な
し

※
20
10
研
究
を
根
拠
に
し
て
い
る

・
自
己
価
値
感

・
自
己
抑
制
型
行
動
特
性

・
問
題
解
決
型
行
動
特
性

・
家
族
お
よ
び
職
場
の
情
緒
的
支
認
知

・
特
性
不
安
尺
度
ST
A
I

【
介
入
群
】

・
介
入
前
後

【
対
照
群
】

・
介
入
前
後

─
・
介
入
前
の
介
入
群
vs
対
照
群
の
各
尺
度
の
有
意
差
な
し
。

・
介
入
群
：
自
己
価
値
感
，
問
題
解
決
型
行
動
特
性
，
情
緒
的
支
認

知
（
家
族
）
に
お
い
て
，
介
入
前
＜
介
入
後
で
有
意
な
向
上
あ
り
。

自
己
抑
制
型
行
動
特
性
，
特
性
不
安
尺
度
ST
A
Iに
つ
い
て
は
，

介
入
後
に
有
意
な
低
下
あ
り
。

・
対
象
群
：
自
己
価
値
感
，
情
緒
的
支
認
知
（
家
族
・
職
場
）
に
お

い
て
，
前
＜
後
で
有
意
な
向
上
あ
り
。

12
)
・
看
護
師

【
介
入
群
】

・
19
名

【
対
照
群
】

・
な
し

⚑
）
形
態
：
集
団

⚒
）
方
法
：
宗
像
の
SA
T
療
法
を
集
団
に
適
応
さ
せ
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
行
動
特
性
と
気
質
か
ら
の
自
己
理
解
，
イ
メ
ー

ジ
療
法
に
よ
る
自
己
イ
メ
ー
ジ
変
容
，
養
育
者
と
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
表
像
，
素
粒
子
自

己
イ
メ
ー
ジ
ワ
ー
ク
，
SK
P
イ
メ
ー
ジ
療
法
を
用
い
た
ペ

ア
ワ
ー
ク
）

⚓
）
回
数
：
⚑
回

⚔
）
所
要
時
間
：
⚒
時
間

⚕
）
実
施
期
間
：
⚑
日

・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
指
標
な
し

※
20
10
研
究
を
根
拠
に
し
て
い
る

・
自
己
価
値
感

・
自
己
抑
制
型
行
動
特
性

・
感
情
認
知
困
難
度

・
問
題
解
決
型
行
動
特
性

・
特
性
不
安
尺
度
ST
A
I

・
情
緒
的
支
認
知

【
介
入
群
】

・
介
入
前
後
，
⚖
か
月
後

─
・
介
入
後
の
自
己
価
値
感
，
問
題
解
決
型
行
動
特
性
，
情
緒
的
支
認

知
（
家
族
・
職
場
）
に
つ
い
て
有
意
な
向
上
あ
り
。

・
介
入
後
の
自
己
抑
制
型
行
動
特
性
，
特
性
不
安
尺
度
に
つ
い
て
有

意
な
低
下
あ
り
。

Ta
bl
e
5
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
介
入
内
容
と
結
果
の
概
要
【
認
知
行
動
療
法
に
基
づ
く
介
入
（
SA
T
以
外
）】

番
号

対
象
者

介
入
方
法
・
内
容

評
価
指
標

評
価
回
数
・
時
期

効
果

結
果
の
概
要

13
)
⚑
年
間
の
留
学
を
控
え
た
高
校
⚑
年
生

お
よ
び
大
学
受
験
を
控
え
た
高
校
⚓
年

生 【
介
入
群
】

・
⚑
年
生
76
名

・
⚓
年
生
76
名

【
対
照
群
】

・
な
し

⚑
）
形
態
：
集
団

⚒
）
方
法
：
SP
A
RK
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
A
・
B）

⚓
）
回
数
A
；
⚔
回
，
B；
⚒
回

⚔
）
所
要
時
間

A
；
⚑
回
45
分
，
B；
⚑
回
90
分

⚕
）
実
施
期
間
：
⚑
か
月
以
内

⚑
年
生
；
A
（
⚘
月
）
と
B（
12
月
）
の
計
⚖
回

⚓
年
生
；
A
（
⚙
月
）
⚔
回
の
み

・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
詳
細
不
明
）

・
楽
観
性
，
自
己
効
力
感
，
自
尊
感
情

（
詳
細
不
明
）

【
介
入
群
】

⚑
年
生
：

・
A
実
施
前
，A
実
施
後
，B
実
施
前
，

B
実
施
後
（
留
学
直
前
）
の
⚔
時
点

⚓
年
生
：

・
A
実
施
前
，
A
実
施
後

有
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
A
に
つ
い
て
は
⚑
年
生
・
⚓
年
生
と
も
に
実
施
前

＜
実
施
後
で
有
意
な
向
上
あ
り
。

・
⚑
年
生
は
，
A
実
施
前
＞
B
実
施
後
（
留
学
直
前
）
で
あ
り
，
介

入
に
よ
る
有
意
な
向
上
効
果
は
得
ら
れ
ず
。

14
)
A
小
学
校
⚕
年
生
⚒
ク
ラ
ス
74
名

【
介
入
群
】

・
⚑
回
実
施
組
：
不
明

・
⚒
回
実
施
組
：
不
明

【
対
照
群
】

・
な
し

⚑
）
形
態
：
集
団

⚒
）
方
法
：
A
BC
理
論

⚓
）
回
数
：

・
⚒
回
実
施
組
（
A
組
）

・
⚑
回
実
施
組
（
B
組
）

⚔
）
所
要
時
間

・
⚑
回
目
；
30
分
（
A
組
，
B
組
）

・
⚒
回
目
；
10
分
（
A
組
）

⚕
）
実
施
期
間
：

⚑
回
実
施
組
（
B
組
）；
⚑
日
（
⚙
月
）

⚒
回
実
施
組
（
A
組
）；
⚒
日
（
⚙
月
，
11
月
）

・
小
学
生
用
精
神
的
回
復
力
尺
度

【
介
入
群
】

・
⚒
回
組
（
A
組
）：
⚑
回
目
（
⚙
月
）

実
施
前
，
実
施
後
（
10
月
），
⚒
回
目

（
11
月
），
実
施
後
の
⚓
時
点

・
⚑
回
組
（
B
組
）：
⚑
回
目
（
⚙
月
）

実
施
前
，
実
施
後
の
⚒
時
点

有
●
⚑
回
実
施
組
（
A
組
）：

・
実
施
前
後
で
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
有
意
な
変
化
な
し
。

●
⚒
回
実
施
組
（
B
組
）：

・
【興
味
・
関
心
の
追
求
】
因
子
は
，
実
施
前
＜
⚑
回
目
お
よ
び
⚒
回

目
実
施
後
で
有
意
な
向
上
あ
り
。

15
)
⚒
か
所
の
小
学
⚕
年
生
21
5
名

【
介
入
群
】

・
20
14
年
度
：
10
7
名

A
組
36
名
，
B
組
36
名
，

C
組
35
名

・
20
15
年
度
：
10
8
名

D
組
37
名
，
E
組
37
名
，

F
組
34
名

【
対
照
群
】

・
な
し

⚑
）
形
態
：
集
団

⚒
）
方
法
A
組
・
D
組
：
原
因
帰
属
ス
キ
ル
の
授
業

B
組
・
E
組
：
自
己
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
面
の
理
解

C
組
・
F
組
：
A
BC
理
論
を
含
ん
だ
認
知
行
動

⚓
）
回
数
：
⚑
回

⚔
）
所
要
時
間
：
45
分

⚕
）
実
施
期
間
：
⚑
日

・
小
学
生
用
精
神
的
回
復
力
尺
度

【
介
入
群
】

・
実
施
前
，
実
施
後
，
実
施
⚑
週
間
後

の
⚓
時
点

有
●
A
組
・
D
組
：

・
【肯
定
的
未
来
志
向
】は
，実
施
前
＜
実
施
後
で
有
意
な
向
上
あ
り
，

実
施
後
と
実
施
⚑
週
間
後
で
は
有
意
差
が
な
く
維
持
さ
れ
た
。

●
B
組
・
E
組
：

・
【興
味
・
関
心
の
追
求
】
は
，
実
施
前
＜
実
施
後
で
有
意
な
向
上
あ

り
，実
施
後
と
実
施
⚑
週
間
後
で
は
有
意
差
が
な
く
維
持
さ
れ
た
。

●
C
組
・
F
組
：

・
【感
情
調
整
】
は
，
実
施
前
＜
実
施
後
で
有
意
な
向
上
あ
り
実
施
後

と
実
施
⚑
週
間
後
で
は
有
意
差
が
な
く
維
持
さ
れ
た
。

16
)
大
学
⚑
年
生
2,6
34
名

20
14
～
20
16
年
度
親
入
生

【
介
入
群
】

・
1,
32
2
名

【
対
照
群
】

・
1,
31
2
名

⚑
）
形
態
：
大
規
模
集
団

⚒
）
方
法
：
CB
T
（
認
知
行
動
療
法
）

⚓
）
回
数
：
⚑

⚔
）
所
要
時
間
：
各
⚑
限
（
所
要
時
間
記
載
な
し
）

⚕
）
実
施
期
間
：
⚑
日

・
Re
sil
ie
nc
e
Sc
al
e（
RS
）

・
K
6

・
U
PI

【
介
入
群
】

・
介
入
前
（
入
学
時
）

・
介
入
後

・
⚑
年
後

【
対
照
群
】

・
入
学
時
と
⚒
年
時
（
⚑
年
後
）

無
・
介
入
群
：
20
14
・
20
15
・
20
16
年
度
の
す
べ
て
に
お
い
て
，
⚑
年

後
の
RS
の
有
意
差
な
し
。
20
14
・
20
15
年
度
新
入
生
は
，
⚑
年

時
＞
⚒
年
時
で
入
学
か
ら
⚑
年
後
に
U
PI
と
K
6
が
有
意
に
低

下
し
た
が
，
20
16
年
度
新
入
生
は
U
PI
の
み
有
意
に
低
下
し
た
。

・
対
照
群
：
20
14
・
20
15
は
⚑
年
後
の
RS
の
有
意
差
が
な
く
，

20
16
年
度
入
学
生
の
み
⚑
年
時
＞
⚒
年
時
で
RS
が
有
意
に
低

下
し
た
。
U
PI
は
⚑
年
後
に
低
下
し
た
が
，
K
6
は
変
化
な
し
。

17
)
A
総
合
病
院
新
人
看
護
師

【
介
入
群
】

・
⚘
名

【
対
照
群
】

・
な
し

⚑
）
形
態
：
集
団

⚒
）
方
法
自
己
効
力
感
向
上
集
団
CB
T
介
入

⚓
）
回
数
：
⚔
回

⚔
）
所
要
時
間
：
⚑
回
60
分

⚕
）
実
施
期
間
：
⚖
週
間

・
看
護
師
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
尺
度

・
一
般
性
セ
ル
フ
・
エ
フ
ィ
カ
シ
ー

・
推
論
の
誤
り
尺
度

【
介
入
群
】

・
実
施
⚑
週
間
前
，
実
施
直
後
，
実
施

⚑
か
月
後
の
⚓
時
点

無
・
看
護
師
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
尺
度
，
一
般
性
セ
ル
フ
・
エ
フ
ィ
カ
シ
ー
，

推
論
の
誤
り
尺
度
の
全
尺
度
に
お
い
て
，
⚓
時
点
の
間
に
有
意
差

な
し
。

注
⚗
）
小
学
生
用
精
神
的
回
復
力
尺
度
は
，【
肯
定
的
未
来
志
向
】【
興
味
・
関
心
の
追
求
】【
感
情
調
整
】【
忍
耐
力
】
⚔
因
子
構
造
で
あ
る
。

注
⚘
）
Re
sil
ie
nc
e
Sc
al
e
は
，【
個
人
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
】【
自
己
と
人
生
の
受
容
】
の
⚒
因
子
構
造
で
あ
る
。

注
⚙
）
看
護
師
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
尺
度
は
，【
肯
定
的
な
看
護
へ
の
取
り
組
み
】【
対
人
ス
キ
ル
】【
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
の
支
援
の
存
在
】【
新
奇
性
対
応
力
】
の
⚔
因
子
構
造
で
あ
る
。
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Ta
bl
e
4
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
介
入
内
容
と
結
果
の
概
要
【
SA
T
療
法
に
基
づ
く
介
入
】

番
号

対
象
者

介
入
方
法
・
内
容

評
価
指
標

評
価
回
数
・
時
期

効
果

結
果
の
概
要

8)
M
大
学
生

ス
モ
ー
ル
グ
ル
ー
プ
：

【
介
入
群
】

・
12
名

【
対
照
群
】

・
な
し

大
規
模
グ
ル
ー
プ
：

【
介
入
群
】

・
12
7
名

【
対
照
群
】

・
53
名

⚑
）
形
態
：
集
団

⚒
）
方
法
：
SA
T
療
法
の
未
来
自
己
イ
メ
ー
ジ
法

⚓
）
回
数
：
⚑
回

⚔
）
所
要
時
間
：
45
分

⚕
）
実
施
期
間
：
⚑
日

・
精
神
的
回
復
力
尺
度

・
自
己
抑
制
型
行
動
特
性
尺
度

・
自
己
価
値
観

・
問
題
解
決
型
行
動
特
性
尺
度

【
介
入
群
】

ス
モ
ー
ル
グ
ル
ー
プ
：

・
実
施
前
，
実
施
後

大
規
模
グ
ル
ー
プ
：

・
実
施
前
，
実
施
直
後
，
実
施
⚑
週
間

後
の
⚓
時
点

【
対
照
群
】

ス
モ
ー
ル
グ
ル
ー
プ
：
な
し

大
規
模
グ
ル
ー
プ
：

・
実
施
前
，
実
施
直
後
の
⚒
時
点

有
●
ス
モ
ー
ル
グ
ル
ー
プ
：

・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
【
感
情
調
整
】
は
実
施
前
＜
実
施
後
で
有
意
な

向
上
あ
り
。

・
自
己
価
値
感
尺
度
，
問
題
解
決
行
動
特
性
尺
度
に
つ
い
て
も
実
施

前
＜
実
施
後
で
有
意
な
向
上
あ
り
。

・
自
己
抑
制
型
行
動
特
性
尺
度
に
つ
い
て
は
，
実
施
前
＞
実
施
後
で

改
善
が
認
め
ら
れ
た
。

●
大
規
模
グ
ル
ー
プ
：

・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
全
体
に
お
い
て
実
施
前
＜
実
施
後
の
有
意
な
向
上

あ
り
。

・
【肯
定
的
未
来
志
向
】
は
実
施
前
＜
実
施
後
＜
一
週
間
後
で
有
意

な
向
上
あ
り
。

・
【新
奇
性
追
求
】【
感
情
調
整
】
は
実
施
前
＜
実
施
後
お
よ
び
一
週

間
後
で
有
意
な
向
上
あ
り
。

9)
M
大
学
生

【
介
入
群
】

ス
モ
ー
ル
グ
ル
ー
プ

・
12
名

大
規
模
グ
ル
ー
プ
：

・
12
7
名

【
対
照
群
】

ス
モ
ー
ル
グ
ル
ー
プ

・
な
し

大
規
模
グ
ル
ー
プ
：

・
53
名

【
そ
の
他
】

・
上
記
調
査
に
よ
る
進
路
指
導
介
入

（
高
校
⚓
年
生
）
30
名

【
大
学
生
へ
の
介
入
】

⚑
）
形
態
：
集
団

⚒
）
方
法
：
SA
T
療
法
の
未
来
自
己
イ
メ
ー
ジ
法

⚓
）
回
数
：
⚑
回

⚔
）
所
要
時
間
：
45
分

⚕
）
実
施
期
間
：
⚑
日

【
高
校
生
へ
の
介
入
】

・
進
路
指
導
へ
の
実
践
応
用

【
大
学
生
へ
の
介
入
】

・
精
神
的
回
復
力
尺
度

・
自
己
抑
制
型
行
動
特
性
尺
度

・
自
己
価
値
観

・
問
題
解
決
型
行
動
特
性
尺
度

【
高
校
生
へ
の
介
入
】

・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
尺
度
な
し

【
大
学
生
介
入
群
】

ス
モ
ー
ル
グ
ル
ー
プ

・
全
尺
度
：
実
施
前
，
実
施
後

大
規
模
グ
ル
ー
プ
：

・
実
施
前
，
実
施
直
後
，
実
施
⚑
週
間

後
の
⚓
時
点

【
大
学
生
対
照
群
】

ス
モ
ー
ル
グ
ル
ー
プ
：
な
し

大
規
模
グ
ル
ー
プ
：

・
実
施
前
，
実
施
直
後
の
⚒
時
点

有
●
大
学
生
ス
モ
ー
ル
グ
ル
ー
プ
：

・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
【
感
情
調
整
】
は
実
施
前
＜
実
施
後
で
有
意
な

向
上
あ
り
。

・
自
己
価
値
感
尺
度
，
問
題
解
決
行
動
特
性
尺
度
に
つ
い
て
も
実
施

前
＜
実
施
後
で
有
意
な
向
上
あ
り
。

・
自
己
抑
制
型
行
動
特
性
尺
度
に
つ
い
て
は
，
実
施
前
＞
実
施
後
で

改
善
が
認
め
ら
れ
た
。

●
大
規
模
グ
ル
ー
プ
：

・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
全
体
に
お
い
て
実
施
前
＜
実
施
後
の
有
意
な
向
上

あ
り
。

・
【肯
定
的
未
来
志
向
】
は
実
施
前
＜
実
施
後
＜
一
週
間
後
で
有
意

な
向
上
あ
り
。

・
【新
奇
性
追
求
】【
感
情
調
整
】
は
実
施
前
＜
実
施
後
お
よ
び
一
週

間
後
で
有
意
な
向
上
あ
り
。

10
)
M
大
学
の
学
生

【
介
入
群
】

・
88
名

【
対
照
群
】

・
72
名

⚑
）
形
態
：
集
団

⚒
）
方
法
：

【
介
入
群
】

①
SA
T
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
向
上
法

【
対
照
群
】

②
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

⚓
）
回
数
：

①
②
と
も
に
⚑
回
45
分
，
①
は
介
入
後
⚓
週
間
の
ホ
ー
ム

ワ
ー
ク

⚔
）
所
要
時
間
：
⚑
回
，
ホ
ー
ム
ワ
ー
ク
⚓
週
間

⚕
）
実
施
期
間
：
⚓
週
間

・
精
神
的
回
復
力
尺
度

・
自
己
抑
制
型
行
動
特
性
尺
度

・
問
題
解
決
型
行
動
特
性
尺
度

・
感
情
認
知
困
難
度
尺
度

・
特
性
不
安
尺
度

【
介
入
群
】

・
介
入
前
，
⚓
週
間
後
（
ホ
ー
ム
ワ
ー

ク
終
了
後
）

【
対
照
群
】

・
介
入
群
と
同
様
の
⚒
時
点

有
・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
介
入
群
・
対
照
群
の
比
較
に
お
い
て
，
介
入
群

＞
対
照
群
で
介
入
後
の
有
意
な
向
上
あ
り
。

・
自
己
抑
制
型
特
性
・
感
情
認
知
困
難
度
お
よ
び
特
性
不
安
の
各
尺

度
得
点
は
，
介
入
群
で
実
施
前
＞
実
施
後
に
有
意
な
得
点
の
低
下

が
認
め
ら
れ
た
が
，
対
照
群
に
有
意
差
は
な
か
っ
た
。

・
問
題
解
決
度
は
，
介
入
群
で
実
施
前
＜
実
施
後
に
有
意
な
向
上
が

認
め
ら
れ
た
が
，
対
照
群
に
有
意
差
は
な
か
っ
た
。

11
)
関
西
圏
に
あ
る
病
院
に
所
属
す
る

看
護
師

【
介
入
群
】

・
19
名

【
対
照
群
】

・
18
名

⚑
）
形
態
：
集
団

⚒
）
方
法
：
介
入
群
は
宗
像
の
SA
T
療
法
に
基
づ
く
脳
内
体

験
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
ワ
ー
ク
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
，
対
照
群
は

ア
サ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

⚓
）
回
数
：
⚑
回

⚔
）
所
要
時
間
：
⚒
時
間

⚕
）
実
施
期
間
：
⚑
日

・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
指
標
な
し

※
20
10
研
究
を
根
拠
に
し
て
い
る

・
自
己
価
値
感

・
自
己
抑
制
型
行
動
特
性

・
問
題
解
決
型
行
動
特
性

・
家
族
お
よ
び
職
場
の
情
緒
的
支
認
知

・
特
性
不
安
尺
度
ST
A
I

【
介
入
群
】

・
介
入
前
後

【
対
照
群
】

・
介
入
前
後

─
・
介
入
前
の
介
入
群
vs
対
照
群
の
各
尺
度
の
有
意
差
な
し
。

・
介
入
群
：
自
己
価
値
感
，
問
題
解
決
型
行
動
特
性
，
情
緒
的
支
認

知
（
家
族
）
に
お
い
て
，
介
入
前
＜
介
入
後
で
有
意
な
向
上
あ
り
。

自
己
抑
制
型
行
動
特
性
，
特
性
不
安
尺
度
ST
A
Iに
つ
い
て
は
，

介
入
後
に
有
意
な
低
下
あ
り
。

・
対
象
群
：
自
己
価
値
感
，
情
緒
的
支
認
知
（
家
族
・
職
場
）
に
お

い
て
，
前
＜
後
で
有
意
な
向
上
あ
り
。

12
)
・
看
護
師

【
介
入
群
】

・
19
名

【
対
照
群
】

・
な
し

⚑
）
形
態
：
集
団

⚒
）
方
法
：
宗
像
の
SA
T
療
法
を
集
団
に
適
応
さ
せ
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
行
動
特
性
と
気
質
か
ら
の
自
己
理
解
，
イ
メ
ー

ジ
療
法
に
よ
る
自
己
イ
メ
ー
ジ
変
容
，
養
育
者
と
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
表
像
，
素
粒
子
自

己
イ
メ
ー
ジ
ワ
ー
ク
，
SK
P
イ
メ
ー
ジ
療
法
を
用
い
た
ペ

ア
ワ
ー
ク
）

⚓
）
回
数
：
⚑
回

⚔
）
所
要
時
間
：
⚒
時
間

⚕
）
実
施
期
間
：
⚑
日

・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
指
標
な
し

※
20
10
研
究
を
根
拠
に
し
て
い
る

・
自
己
価
値
感

・
自
己
抑
制
型
行
動
特
性

・
感
情
認
知
困
難
度

・
問
題
解
決
型
行
動
特
性

・
特
性
不
安
尺
度
ST
A
I

・
情
緒
的
支
認
知

【
介
入
群
】

・
介
入
前
後
，
⚖
か
月
後

─
・
介
入
後
の
自
己
価
値
感
，
問
題
解
決
型
行
動
特
性
，
情
緒
的
支
認

知
（
家
族
・
職
場
）
に
つ
い
て
有
意
な
向
上
あ
り
。

・
介
入
後
の
自
己
抑
制
型
行
動
特
性
，
特
性
不
安
尺
度
に
つ
い
て
有

意
な
低
下
あ
り
。

Ta
bl
e
5
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
介
入
内
容
と
結
果
の
概
要
【
認
知
行
動
療
法
に
基
づ
く
介
入
（
SA
T
以
外
）】

番
号

対
象
者

介
入
方
法
・
内
容

評
価
指
標

評
価
回
数
・
時
期

効
果

結
果
の
概
要

13
)
⚑
年
間
の
留
学
を
控
え
た
高
校
⚑
年
生

お
よ
び
大
学
受
験
を
控
え
た
高
校
⚓
年

生 【
介
入
群
】

・
⚑
年
生
76
名

・
⚓
年
生
76
名

【
対
照
群
】

・
な
し

⚑
）
形
態
：
集
団

⚒
）
方
法
：
SP
A
RK
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
A
・
B）

⚓
）
回
数
A
；
⚔
回
，
B；
⚒
回

⚔
）
所
要
時
間

A
；
⚑
回
45
分
，
B；
⚑
回
90
分

⚕
）
実
施
期
間
：
⚑
か
月
以
内

⚑
年
生
；
A
（
⚘
月
）
と
B（
12
月
）
の
計
⚖
回

⚓
年
生
；
A
（
⚙
月
）
⚔
回
の
み

・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
詳
細
不
明
）

・
楽
観
性
，
自
己
効
力
感
，
自
尊
感
情

（
詳
細
不
明
）

【
介
入
群
】

⚑
年
生
：

・
A
実
施
前
，A
実
施
後
，B
実
施
前
，

B
実
施
後
（
留
学
直
前
）
の
⚔
時
点

⚓
年
生
：

・
A
実
施
前
，
A
実
施
後

有
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
A
に
つ
い
て
は
⚑
年
生
・
⚓
年
生
と
も
に
実
施
前

＜
実
施
後
で
有
意
な
向
上
あ
り
。

・
⚑
年
生
は
，
A
実
施
前
＞
B
実
施
後
（
留
学
直
前
）
で
あ
り
，
介

入
に
よ
る
有
意
な
向
上
効
果
は
得
ら
れ
ず
。

14
)
A
小
学
校
⚕
年
生
⚒
ク
ラ
ス
74
名

【
介
入
群
】

・
⚑
回
実
施
組
：
不
明

・
⚒
回
実
施
組
：
不
明

【
対
照
群
】

・
な
し

⚑
）
形
態
：
集
団

⚒
）
方
法
：
A
BC
理
論

⚓
）
回
数
：

・
⚒
回
実
施
組
（
A
組
）

・
⚑
回
実
施
組
（
B
組
）

⚔
）
所
要
時
間

・
⚑
回
目
；
30
分
（
A
組
，
B
組
）

・
⚒
回
目
；
10
分
（
A
組
）

⚕
）
実
施
期
間
：

⚑
回
実
施
組
（
B
組
）；
⚑
日
（
⚙
月
）

⚒
回
実
施
組
（
A
組
）；
⚒
日
（
⚙
月
，
11
月
）

・
小
学
生
用
精
神
的
回
復
力
尺
度

【
介
入
群
】

・
⚒
回
組
（
A
組
）：
⚑
回
目
（
⚙
月
）

実
施
前
，
実
施
後
（
10
月
），
⚒
回
目

（
11
月
），
実
施
後
の
⚓
時
点

・
⚑
回
組
（
B
組
）：
⚑
回
目
（
⚙
月
）

実
施
前
，
実
施
後
の
⚒
時
点

有
●
⚑
回
実
施
組
（
A
組
）：

・
実
施
前
後
で
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
有
意
な
変
化
な
し
。

●
⚒
回
実
施
組
（
B
組
）：

・
【興
味
・
関
心
の
追
求
】
因
子
は
，
実
施
前
＜
⚑
回
目
お
よ
び
⚒
回

目
実
施
後
で
有
意
な
向
上
あ
り
。

15
)
⚒
か
所
の
小
学
⚕
年
生
21
5
名

【
介
入
群
】

・
20
14
年
度
：
10
7
名

A
組
36
名
，
B
組
36
名
，

C
組
35
名

・
20
15
年
度
：
10
8
名

D
組
37
名
，
E
組
37
名
，

F
組
34
名

【
対
照
群
】

・
な
し

⚑
）
形
態
：
集
団

⚒
）
方
法
A
組
・
D
組
：
原
因
帰
属
ス
キ
ル
の
授
業

B
組
・
E
組
：
自
己
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
面
の
理
解

C
組
・
F
組
：
A
BC
理
論
を
含
ん
だ
認
知
行
動

⚓
）
回
数
：
⚑
回

⚔
）
所
要
時
間
：
45
分

⚕
）
実
施
期
間
：
⚑
日

・
小
学
生
用
精
神
的
回
復
力
尺
度

【
介
入
群
】

・
実
施
前
，
実
施
後
，
実
施
⚑
週
間
後

の
⚓
時
点

有
●
A
組
・
D
組
：

・
【肯
定
的
未
来
志
向
】は
，実
施
前
＜
実
施
後
で
有
意
な
向
上
あ
り
，

実
施
後
と
実
施
⚑
週
間
後
で
は
有
意
差
が
な
く
維
持
さ
れ
た
。

●
B
組
・
E
組
：

・
【興
味
・
関
心
の
追
求
】
は
，
実
施
前
＜
実
施
後
で
有
意
な
向
上
あ

り
，実
施
後
と
実
施
⚑
週
間
後
で
は
有
意
差
が
な
く
維
持
さ
れ
た
。

●
C
組
・
F
組
：

・
【感
情
調
整
】
は
，
実
施
前
＜
実
施
後
で
有
意
な
向
上
あ
り
実
施
後

と
実
施
⚑
週
間
後
で
は
有
意
差
が
な
く
維
持
さ
れ
た
。

16
)
大
学
⚑
年
生
2,6
34
名

20
14
～
20
16
年
度
親
入
生

【
介
入
群
】

・
1,
32
2
名

【
対
照
群
】

・
1,
31
2
名

⚑
）
形
態
：
大
規
模
集
団

⚒
）
方
法
：
CB
T
（
認
知
行
動
療
法
）

⚓
）
回
数
：
⚑

⚔
）
所
要
時
間
：
各
⚑
限
（
所
要
時
間
記
載
な
し
）

⚕
）
実
施
期
間
：
⚑
日

・
Re
sil
ie
nc
e
Sc
al
e（
RS
）

・
K
6

・
U
PI

【
介
入
群
】

・
介
入
前
（
入
学
時
）

・
介
入
後

・
⚑
年
後

【
対
照
群
】

・
入
学
時
と
⚒
年
時
（
⚑
年
後
）

無
・
介
入
群
：
20
14
・
20
15
・
20
16
年
度
の
す
べ
て
に
お
い
て
，
⚑
年

後
の
RS
の
有
意
差
な
し
。
20
14
・
20
15
年
度
新
入
生
は
，
⚑
年

時
＞
⚒
年
時
で
入
学
か
ら
⚑
年
後
に
U
PI
と
K
6
が
有
意
に
低

下
し
た
が
，
20
16
年
度
新
入
生
は
U
PI
の
み
有
意
に
低
下
し
た
。

・
対
照
群
：
20
14
・
20
15
は
⚑
年
後
の
RS
の
有
意
差
が
な
く
，

20
16
年
度
入
学
生
の
み
⚑
年
時
＞
⚒
年
時
で
RS
が
有
意
に
低

下
し
た
。
U
PI
は
⚑
年
後
に
低
下
し
た
が
，
K
6
は
変
化
な
し
。

17
)
A
総
合
病
院
新
人
看
護
師

【
介
入
群
】

・
⚘
名

【
対
照
群
】

・
な
し

⚑
）
形
態
：
集
団

⚒
）
方
法
自
己
効
力
感
向
上
集
団
CB
T
介
入

⚓
）
回
数
：
⚔
回

⚔
）
所
要
時
間
：
⚑
回
60
分

⚕
）
実
施
期
間
：
⚖
週
間

・
看
護
師
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
尺
度

・
一
般
性
セ
ル
フ
・
エ
フ
ィ
カ
シ
ー

・
推
論
の
誤
り
尺
度

【
介
入
群
】

・
実
施
⚑
週
間
前
，
実
施
直
後
，
実
施

⚑
か
月
後
の
⚓
時
点

無
・
看
護
師
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
尺
度
，
一
般
性
セ
ル
フ
・
エ
フ
ィ
カ
シ
ー
，

推
論
の
誤
り
尺
度
の
全
尺
度
に
お
い
て
，
⚓
時
点
の
間
に
有
意
差

な
し
。

注
⚗
）
小
学
生
用
精
神
的
回
復
力
尺
度
は
，【
肯
定
的
未
来
志
向
】【
興
味
・
関
心
の
追
求
】【
感
情
調
整
】【
忍
耐
力
】
⚔
因
子
構
造
で
あ
る
。

注
⚘
）
Re
sil
ie
nc
e
Sc
al
e
は
，【
個
人
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
】【
自
己
と
人
生
の
受
容
】
の
⚒
因
子
構
造
で
あ
る
。

注
⚙
）
看
護
師
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
尺
度
は
，【
肯
定
的
な
看
護
へ
の
取
り
組
み
】【
対
人
ス
キ
ル
】【
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
の
支
援
の
存
在
】【
新
奇
性
対
応
力
】
の
⚔
因
子
構
造
で
あ
る
。
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Ta
bl
e
6
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
介
入
内
容
と
結
果
の
概
要
【
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
の
育
成
を
は
か
る
介
入
】

番
号

対
象
者

介
入
方
法
・
内
容

評
価
指
標

評
価
回
数
・
時
期

効
果

結
果
の
概
要

18
)
H
28
年
度

A
小
学
校
第
⚕
学
年
⚕
学
級

【
介
入
群
】

・
⚒
学
級
69
名

【
対
照
群
】

・
⚓
学
級
94
名

H
28
年
度

⚑
）
形
態
：
集
団

⚒
）
方
法
：
SE
L-
8S
プ
ロ
グ
ラ
ム

⚓
）
回
数
：
⚖
回

⚔
）
所
要
時
間
：
記
載
な
し

⚕
）
実
施
期
間
：
⚒
か
月

H
28
年
度

・
児
童
用
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
尺
度

・
小
学
生
版
⽛
社
会
性
と
情
動
⽜
尺
度

H
28
年
度

【
介
入
群
】

・
実
施
⚗
～
10
日
前
，
実
施
直
後
～
⚗

日
後

【
対
照
群
】

・
実
施
群
と
同
様
の
⚒
時
点

無
●
H
28
年
度

・
児
童
用
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
尺
度
お
よ
び
社
会
性
と
情
動
尺
度
と
も
に

介
入
群
・
対
照
群
の
比
較
に
お
い
て
，
介
入
群
の
有
意
な
向
上
な

し
。

・
社
会
性
と
情
動
尺
度
の
高
・
中
・
低
の
⚓
群
の
比
較
に
お
い
て
，

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
【
意
欲
的
活
性
生
】【
楽
観
性
】，
社
会
的
能
力

の
【
自
己
へ
の
気
づ
き
】【
対
人
関
係
】
が
中
群
＜
低
群
で
有
意
な

向
上
あ
り
。

H
29
年
度

A
小
学
校
第
⚕
・
⚖
学
年
⚙
学
級
お
よ

び
同
町
内
B
小
学
校
第
⚕
・
⚖
学
年
⚖

学
級

【
介
入
群
】

・
A
校
35
5
名

【
対
照
群
】

・
B
校
19
0
名

H
29
年
度

⚑
）
形
態
：
集
団

⚒
）
方
法
：
SE
L-
8S
プ
ロ
グ
ラ
ム

⚓
）
回
数
：
⚒
～
⚔
回

⚔
）
所
要
時
間
：
記
載
な
し

⚕
）
実
施
期
間
：
⚔
か
月

H
29
年
度

・
児
童
用
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
尺
度

・
小
学
生
版
⽛
社
会
性
と
情
動
⽜
尺
度

・
学
校
環
境
適
応
感
尺
度

H
29
年
度

【
介
入
群
】

・
介
入
前
，
介
入
後

【
対
照
群
】

・
介
入
群
と
同
時
期

無
●
H
29
年
度

・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
尺
度
の
群
と
時
期
に
よ
る
有
意
な
交
互
作
用
な

し
。

19
)
A
市
内
の
公
立
A
中
学
⚒
年
生
⚔
学
級

【
介
入
群
】

・
14
6
名

（
前
年
度
SS
T
を
⚒
回
受
講
）

【
対
照
群
】

・
な
し

⚑
）
形
態
：
集
団

⚒
）
方
法
：
PS
ST
（
問
題
解
決
ス
キ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

⚓
）
回
数
：
⚒
回
（
ト
ラ
ブ
ル
解
決
策
を
考
え
る
，
ト
ラ
ブ
ル

解
決
策
の
実
施
）

⚔
）
所
要
時
間
：
50
分
／
45
分

⚕
）
実
施
期
間
：
⚒
週
に
⚑
回

・
中
学
生
用
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
尺
度

・
中
学
生
用
社
会
的
ス
キ
ル
尺
度

・
ス
ペ
ン
ス
児
童
用
不
安
尺
度
短
縮
版

・
Bi
re
do
n
自
己
記
入
式
抑
う
つ
評
価

尺
度

【
介
入
群
】

・
介
入
前
後

有
・
介
入
後
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
尺
度
⚓
因
子
の
う
ち
関
係
志
向
と
楽
観

性
に
つ
い
て
有
意
な
向
上
あ
り
。

・
社
会
的
ス
キ
ル
の
総
得
点
お
よ
び
向
社
会
的
行
動
の
⚑
因
子
に
つ

い
て
介
入
後
の
有
意
な
向
上
あ
り
。

注
10
）
児
童
用
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
尺
度
は
，【
意
欲
的
活
動
性
】【
楽
観
性
】【
内
面
共
有
性
】
の
⚓
因
子
構
造
で
あ
る
。

注
11
）
中
学
生
用
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
尺
度
は
，【
自
己
志
向
性
】【
関
係
志
向
性
】【
楽
観
性
】
の
⚓
因
子
構
造
で
あ
る
。

Ta
bl
e
7
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
介
入
内
容
と
結
果
の
概
要
【
問
題
解
決
能
力
向
上
へ
の
介
入
】

番
号

対
象
者

介
入
方
法
・
内
容

評
価
指
標

評
価
回
数
・
時
期

効
果

結
果
の
概
要

20
)
保
育
者
を
養
成
す
る
⚒
年
制
専
門
学
校

の
⚑
年
生
⚑
ク
ラ
ス

【
介
入
群
】

・
50
名

【
対
照
群
】

・
な
し

⚑
）
形
態
：
集
団

⚒
）
方
法
：
心
理
劇

①
⼦保
育
者
に
甘
え
て
く
る
子
供
⽜
の
対
処

②
⼦集
団
の
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
子
⽜
の
対
処

⚓
）
回
数
：
⚒
回

⚔
）
所
要
時
間
：
⚑
セ
ッ
シ
ョ
ン
90
分

⚕
）
実
施
期
間
：
⚓
週
間

・
保
育
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
尺
度

【
介
入
群
】

・
セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅰ
実
施
前
・
実
施
後
，

セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅱ
実
施
後
，
実
習
後
の

⚔
時
点

無
・
保
育
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
尺
度
の
総
得
点
と
【
明
確
な
役
割
意
識
】

因
子
得
点
は
，
セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅰ
後
＞
セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅱ
後
で
有
意
な

低
下
あ
り
。

21
)
調
査
⚓
：

A
県
内
高
等
学
校
⚕
年
一
貫
看
護
師

課
程
の
高
等
学
校
⚒
年
生
⚔
校

【
介
入
群
】

・
12
1
名

【
対
照
群
】

・
な
し

⚑
）
形
態
：
集
団

⚒
）
方
法
：
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
教
材
を
用
い
た
臨
地
実
習
に
お
け

る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
場
面
の
対
策
と
ロ
ー
ル
プ
レ
イ

⚓
）
回
数
：
記
載
な
し

⚔
）
所
要
時
間
：
記
載
な
し

⚕
）
実
施
期
間
：
記
載
な
し

・
BR
S

【
介
入
群
】

・
演
習
前
，
演
習
後
，
臨
地
実
習
後
の

⚓
時
点

有
・
BR
S
の
資
質
的
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
要
因
は
【
楽
観
性
】
を
除
く
す
べ

て
の
項
目
に
お
い
て
演
習
前
＜
演
習
後
，
お
よ
び
演
習
前
＜
臨
地

実
習
後
で
有
意
な
向
上
あ
り
。

・
BR
S
の
獲
得
的
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
要
因
は
，
資
質
的
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

要
因
ほ
ど
の
変
化
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

・
獲
得
的
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
【
問
題
解
決
志
向
】【
他
者
理
解
】
は
演

習
前
＜
演
習
後
，お
よ
び
演
習
前
＜
臨
地
実
習
後
で
有
意
差
あ
り
。

【
自
己
理
解
】
も
演
習
前
お
よ
び
演
習
後
＜
臨
地
実
習
後
で
有
意

な
向
上
あ
り
。

22
)
A
県
内
公
立
小
学
校
⚖
年
生

【
介
入
群
】

・
11
6
名

【
対
照
群
】

・
な
し

⚑
）
形
態
：
集
団

⚒
）
方
法

〈
講
義
〉

①
認
知
・
感
情
・
行
動
の
区
別
や
関
係
に
気
づ
く

②
問
題
解
決
思
考
に
つ
い
て
知
る

③
問
題
解
決
思
考
法
全
体
の
手
順
を
説
明
す
る

〈
演
習
〉

帰
り
の
会
の
介
入

⚓
）
回
数
：
講
義
⚓
回
，
演
習
⚓
回

⚔
）
所
要
時
間

・
講
義
⚑
回
45
分
，
演
習
⚑
回
⚕
分

⚕
）
実
施
期
間
：
⚔
週
間

・
小
学
校
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
・
ス
キ
ル
尺

度
・
小
学
校
高
学
年
児
童
用
社
会
的
問
題

解
決
尺
度

【
介
入
群
】

・
介
入
⚑
週
間
前
，
介
入
⚑
週
間
後

有
・
小
学
校
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
・
ス
キ
ル
尺
度
の
総
得
点
お
よ
び
【
解
決

志
向
性
】【
俯
瞰
力
】【
援
助
要
請
力
】
因
子
得
点
は
，
演
習
前
＜

演
習
後
で
有
意
な
向
上
あ
り
。

・
小
学
校
高
学
年
児
童
用
社
会
的
問
題
解
決
尺
度
の
総
得
点
お
よ
び

【
合
理
的
・
向
問
題
解
決
】
因
子
得
点
は
演
習
前
＜
演
習
後
で
有
意

な
向
上
あ
り
。

注
12
）
保
育
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
尺
度
は
【
専
門
的
ス
キ
ル
の
向
上
】【
明
確
な
役
割
意
識
】【
自
己
を
取
り
巻
く
ケ
ア
環
境
の
充
実
】
の
⚓
因
子
構
造
で
あ
る
。

注
13
）
小
学
校
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
・
ス
キ
ル
尺
度
は
【
解
決
志
向
性
】【
俯
瞰
力
】【
援
助
要
請
力
】
の
⚓
因
子
構
造
で
あ
る
。

Ta
bl
e
8
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
介
入
内
容
と
結
果
の
概
要
【
感
情
調
整
能
力
向
上
へ
の
介
入
】

番
号

対
象
者

介
入
方
法
・
内
容

評
価
指
標

評
価
回
数
・
時
期

効
果

結
果
の
概
要

23
)
小
児
医
師
よ
り
発
達
障
害
の
診
断
を
受

け
た
⚔
～
11
歳
の
児
の
母
親
12
名

【
介
入
群
】

・
⚖
名

【
対
照
群
】

・
⚖
名

⚑
）
形
態
：
集
団

⚒
）
方
法
：
ト
リ
プ
ル
P（
子
育
て
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

⚓
）
回
数
：
記
載
な
し

⚔
）
所
要
時
間
：
記
載
な
し

⚕
）
実
施
期
間
：
記
載
な
し

・
養
育
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
尺
度

・
子
育
て
ス
タ
イ
ル
尺
度

・
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
尺
度

・
児
の
行
動
尺
度

【
介
入
群
】

・
ト
リ
プ
ル
P
介
入
前
後

【
対
照
群
】

・
介
入
群
と
同
時
期
の
⚒
時
点

有
・
介
入
前
の
介
入
群
vs
対
照
群
の
養
育
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
尺
度
の
有

意
差
な
し
。

・
介
入
群
：
養
育
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
総
得
点
お
よ
び
⚔
因
子
全
て
に
お

い
て
介
入
前
＜
介
入
後
で
有
意
な
向
上
あ
り
。
他
の
⚓
尺
度
に
つ

い
て
も
介
入
後
に
有
意
な
低
下
あ
り
。

・
対
照
群
：
す
べ
て
の
尺
度
に
お
い
て
⚒
時
点
で
の
有
意
差
な
し
。

24
)
海
上
自
衛
隊
員

【
介
入
群
】

・
21
名

【
対
照
群
】

・
な
し

⚑
）
形
態
：
集
団

⚒
）
方
法
：
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
（
静
座
瞑
想
）

⚓
）
回
数
：
⚘
回

⚔
）
所
要
時
間
：
週
⚑
回
90
分

⚕
）
実
施
期
間
：
⚘
週
間

・
精
神
的
回
復
力
尺
度

・
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
尺
度

・
抑
う
つ
尺
度

【
介
入
群
】

・
介
入
前
後

有
・
精
神
的
回
復
力
尺
度
は
介
入
前
＜
介
入
後
で
有
意
な
向
上
あ
り
。

同
様
に
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
尺
度
も
介
入
後
の
有
意
な
向
上
，
抑

う
つ
尺
度
は
有
意
な
低
下
あ
り
。

25
)
看
護
学
部
⚑
年
生

【
介
入
群
】

・
45
名

【
対
照
群
】

・
な
し

⚑
）
形
態
：
集
団

⚒
）
方
法
：⽛
笑
い
と
健
康
⽜
の
授
業

（
講
義
，
演
習
，
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
）

⚓
）
回
数
：
⚘
回

⚔
）
所
要
時
間
：
記
載
な
し

⚕
）
実
施
期
間
：
⚔
か
月

・
S-
H
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
検
査

・
SR
S-
18

【
介
入
群
】

・
授
業
開
始
前
（
⚔
月
），
全
授
業
終
了

後
（
⚗
月
）

無
・
S-
H
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
検
査
は
授
業
前
後
で
有
意
差
な
し
。

・
SR
S-
18
は
，
女
子
学
生
の
【
無
気
力
】
お
よ
び
男
子
学
生
の
【
不

機
嫌
・
怒
り
】
が
授
業
前
＞
授
業
後
で
有
意
に
低
下
し
，
改
善
が

認
め
ら
れ
た
。

注
14
）
養
育
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
尺
度
は
【
子
供
の
特
性
に
関
す
る
知
識
】【
子
育
て
に
対
す
る
肯
定
的
な
認
識
】【
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
の
認
知
】
の
⚓
因
子
構
造
で
あ
る
。



⚑）自己理解の促進・自己認識の変容を促進する介入
自己理解の促進・自己認識の変容を促進する介入法は
⚗編であった（Table 3）。対象論文の具体的な介入内容
としては，Grotberg が提唱するレジリエンスの⽛I am⽜
⽛I can⽜⽛I have⽜の⚓要素に焦点を当てた勉強会におけ
る，自己理解・他者理解の促進と SEG（構成的カウンター
グループ）による自己効力感向上およびグループによる
事例検討を組み合わせた介入内容が⚑編，平野（2010）
が開発した二次元レジリエンス要因尺度の資質的要因に
焦点を当てて自己の持っている資質の認識を促進する介
入が⚑編，上野・平野（2019）が開発したレジリエンス・
プログラムを用いて，レジリエンスを獲得するうえで発
掘／増幅と自己／他者の⚒軸からアプローチを行ったも
のが⚒編，自己理解・コーピングの柔軟性・楽観性・相
互サポートの複数要素の促進を組み合わせた介入内容が
⚑編，ストレングスカードを用いた介入が⚑編，自己理
解を基盤としたレジリエンススキル教育が⚑編であっ
た。⚗編全てにおいて，介入後のレジリエンス向上が認
められた。
⚒）SAT療法に基づく介入
SAT療法による介入法は⚕編であった（Table 4）。対
象論文の具体的な介入内容としては，未来型イメージ療
法が⚒編，自己報酬型イメージの介入が⚓編であった。
介入効果については，⚓編においてレジリエンスの向上
が認められた。⚙) 10）の⚒文献については，評価指標
にレジリエンス尺度が用いられていないが，精神的回復
力を高めるレジリエンス因果モデル（谷口・宗像，2010）
に基づき，⽛自己価値感⽜⽛自己抑制型行動特性⽜⽛問題解
決型行動特性⽜⽛家族の情緒的支援認知⽜⽛職場の情緒的
支援認知⽜⽛特性不安⽜の各尺度を用いていることから，
分析対象とした。この⚒編も介入後に⽛自己価値感⽜⽛問
題解決型行動特性⽜⽛情緒的支援認知⽜の向上と⽛特性不
安⽜の低下が認められた。
⚓）認知行動療法に基づく介入（SAT以外）
認知行動療法に関連した介入法は⚕編であった

（Table 5）。そのうち，SPARKレジリエンスプログラム
が⚑編，ABC理論による介入が⚒編，認知行動コーチン
グ（CBT）が⚒編であった。対象論文の具体的な介入内
容として用いられた SPARK レジリエンスプログラム
は，Boniwell & Ryan（2009）によって開発された心理教
育プログラムであり，日本の学校に適用できるようロー
カライズされたものであった。CBT は自己の体験を適
応的思考に変えていく認知再構成を促す介入で，ABC
理論は出来事と認知と感情を分けて捉えるための介入で
あり，レジリエンスの主に感情コントロールに焦点を当
てた介入内容であった。
これらの介入効果については，SPARK および ABC
理論の介入法の結果ではレジリエンス向上の効果が得ら

― 11 ―レジリエンス向上に関する介入研究の文献的検討（竹之内)

Ta
bl
e
6
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
介
入
内
容
と
結
果
の
概
要
【
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
の
育
成
を
は
か
る
介
入
】

番
号

対
象
者

介
入
方
法
・
内
容

評
価
指
標

評
価
回
数
・
時
期

効
果

結
果
の
概
要

18
)
H
28
年
度

A
小
学
校
第
⚕
学
年
⚕
学
級

【
介
入
群
】

・
⚒
学
級
69
名

【
対
照
群
】

・
⚓
学
級
94
名

H
28
年
度

⚑
）
形
態
：
集
団

⚒
）
方
法
：
SE
L-
8S
プ
ロ
グ
ラ
ム

⚓
）
回
数
：
⚖
回

⚔
）
所
要
時
間
：
記
載
な
し

⚕
）
実
施
期
間
：
⚒
か
月

H
28
年
度

・
児
童
用
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
尺
度

・
小
学
生
版
⽛
社
会
性
と
情
動
⽜
尺
度

H
28
年
度

【
介
入
群
】

・
実
施
⚗
～
10
日
前
，
実
施
直
後
～
⚗

日
後

【
対
照
群
】

・
実
施
群
と
同
様
の
⚒
時
点

無
●
H
28
年
度

・
児
童
用
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
尺
度
お
よ
び
社
会
性
と
情
動
尺
度
と
も
に

介
入
群
・
対
照
群
の
比
較
に
お
い
て
，
介
入
群
の
有
意
な
向
上
な

し
。

・
社
会
性
と
情
動
尺
度
の
高
・
中
・
低
の
⚓
群
の
比
較
に
お
い
て
，

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
【
意
欲
的
活
性
生
】【
楽
観
性
】，
社
会
的
能
力

の
【
自
己
へ
の
気
づ
き
】【
対
人
関
係
】
が
中
群
＜
低
群
で
有
意
な

向
上
あ
り
。

H
29
年
度

A
小
学
校
第
⚕
・
⚖
学
年
⚙
学
級
お
よ

び
同
町
内
B
小
学
校
第
⚕
・
⚖
学
年
⚖

学
級

【
介
入
群
】

・
A
校
35
5
名

【
対
照
群
】

・
B
校
19
0
名

H
29
年
度

⚑
）
形
態
：
集
団

⚒
）
方
法
：
SE
L-
8S
プ
ロ
グ
ラ
ム

⚓
）
回
数
：
⚒
～
⚔
回

⚔
）
所
要
時
間
：
記
載
な
し

⚕
）
実
施
期
間
：
⚔
か
月

H
29
年
度

・
児
童
用
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
尺
度

・
小
学
生
版
⽛
社
会
性
と
情
動
⽜
尺
度

・
学
校
環
境
適
応
感
尺
度

H
29
年
度

【
介
入
群
】

・
介
入
前
，
介
入
後

【
対
照
群
】

・
介
入
群
と
同
時
期

無
●
H
29
年
度

・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
尺
度
の
群
と
時
期
に
よ
る
有
意
な
交
互
作
用
な

し
。

19
)
A
市
内
の
公
立
A
中
学
⚒
年
生
⚔
学
級

【
介
入
群
】

・
14
6
名

（
前
年
度
SS
T
を
⚒
回
受
講
）

【
対
照
群
】

・
な
し

⚑
）
形
態
：
集
団

⚒
）
方
法
：
PS
ST
（
問
題
解
決
ス
キ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

⚓
）
回
数
：
⚒
回
（
ト
ラ
ブ
ル
解
決
策
を
考
え
る
，
ト
ラ
ブ
ル

解
決
策
の
実
施
）

⚔
）
所
要
時
間
：
50
分
／
45
分

⚕
）
実
施
期
間
：
⚒
週
に
⚑
回

・
中
学
生
用
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
尺
度

・
中
学
生
用
社
会
的
ス
キ
ル
尺
度

・
ス
ペ
ン
ス
児
童
用
不
安
尺
度
短
縮
版

・
Bi
re
do
n
自
己
記
入
式
抑
う
つ
評
価

尺
度

【
介
入
群
】

・
介
入
前
後

有
・
介
入
後
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
尺
度
⚓
因
子
の
う
ち
関
係
志
向
と
楽
観

性
に
つ
い
て
有
意
な
向
上
あ
り
。

・
社
会
的
ス
キ
ル
の
総
得
点
お
よ
び
向
社
会
的
行
動
の
⚑
因
子
に
つ

い
て
介
入
後
の
有
意
な
向
上
あ
り
。

注
10
）
児
童
用
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
尺
度
は
，【
意
欲
的
活
動
性
】【
楽
観
性
】【
内
面
共
有
性
】
の
⚓
因
子
構
造
で
あ
る
。

注
11
）
中
学
生
用
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
尺
度
は
，【
自
己
志
向
性
】【
関
係
志
向
性
】【
楽
観
性
】
の
⚓
因
子
構
造
で
あ
る
。

Ta
bl
e
7
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
介
入
内
容
と
結
果
の
概
要
【
問
題
解
決
能
力
向
上
へ
の
介
入
】

番
号

対
象
者

介
入
方
法
・
内
容

評
価
指
標

評
価
回
数
・
時
期

効
果

結
果
の
概
要

20
)
保
育
者
を
養
成
す
る
⚒
年
制
専
門
学
校

の
⚑
年
生
⚑
ク
ラ
ス

【
介
入
群
】

・
50
名

【
対
照
群
】

・
な
し

⚑
）
形
態
：
集
団

⚒
）
方
法
：
心
理
劇

①
⼦保
育
者
に
甘
え
て
く
る
子
供
⽜
の
対
処

②
⼦集
団
の
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
子
⽜
の
対
処

⚓
）
回
数
：
⚒
回

⚔
）
所
要
時
間
：
⚑
セ
ッ
シ
ョ
ン
90
分

⚕
）
実
施
期
間
：
⚓
週
間

・
保
育
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
尺
度

【
介
入
群
】

・
セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅰ
実
施
前
・
実
施
後
，

セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅱ
実
施
後
，
実
習
後
の

⚔
時
点

無
・
保
育
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
尺
度
の
総
得
点
と
【
明
確
な
役
割
意
識
】

因
子
得
点
は
，
セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅰ
後
＞
セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅱ
後
で
有
意
な

低
下
あ
り
。

21
)
調
査
⚓
：

A
県
内
高
等
学
校
⚕
年
一
貫
看
護
師

課
程
の
高
等
学
校
⚒
年
生
⚔
校

【
介
入
群
】

・
12
1
名

【
対
照
群
】

・
な
し

⚑
）
形
態
：
集
団

⚒
）
方
法
：
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
教
材
を
用
い
た
臨
地
実
習
に
お
け

る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
場
面
の
対
策
と
ロ
ー
ル
プ
レ
イ

⚓
）
回
数
：
記
載
な
し

⚔
）
所
要
時
間
：
記
載
な
し

⚕
）
実
施
期
間
：
記
載
な
し

・
BR
S

【
介
入
群
】

・
演
習
前
，
演
習
後
，
臨
地
実
習
後
の

⚓
時
点

有
・
BR
S
の
資
質
的
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
要
因
は
【
楽
観
性
】
を
除
く
す
べ

て
の
項
目
に
お
い
て
演
習
前
＜
演
習
後
，
お
よ
び
演
習
前
＜
臨
地

実
習
後
で
有
意
な
向
上
あ
り
。

・
BR
S
の
獲
得
的
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
要
因
は
，
資
質
的
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

要
因
ほ
ど
の
変
化
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

・
獲
得
的
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
【
問
題
解
決
志
向
】【
他
者
理
解
】
は
演

習
前
＜
演
習
後
，お
よ
び
演
習
前
＜
臨
地
実
習
後
で
有
意
差
あ
り
。

【
自
己
理
解
】
も
演
習
前
お
よ
び
演
習
後
＜
臨
地
実
習
後
で
有
意

な
向
上
あ
り
。

22
)
A
県
内
公
立
小
学
校
⚖
年
生

【
介
入
群
】

・
11
6
名

【
対
照
群
】

・
な
し

⚑
）
形
態
：
集
団

⚒
）
方
法

〈
講
義
〉

①
認
知
・
感
情
・
行
動
の
区
別
や
関
係
に
気
づ
く

②
問
題
解
決
思
考
に
つ
い
て
知
る

③
問
題
解
決
思
考
法
全
体
の
手
順
を
説
明
す
る

〈
演
習
〉

帰
り
の
会
の
介
入

⚓
）
回
数
：
講
義
⚓
回
，
演
習
⚓
回

⚔
）
所
要
時
間

・
講
義
⚑
回
45
分
，
演
習
⚑
回
⚕
分

⚕
）
実
施
期
間
：
⚔
週
間

・
小
学
校
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
・
ス
キ
ル
尺

度
・
小
学
校
高
学
年
児
童
用
社
会
的
問
題

解
決
尺
度

【
介
入
群
】

・
介
入
⚑
週
間
前
，
介
入
⚑
週
間
後

有
・
小
学
校
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
・
ス
キ
ル
尺
度
の
総
得
点
お
よ
び
【
解
決

志
向
性
】【
俯
瞰
力
】【
援
助
要
請
力
】
因
子
得
点
は
，
演
習
前
＜

演
習
後
で
有
意
な
向
上
あ
り
。

・
小
学
校
高
学
年
児
童
用
社
会
的
問
題
解
決
尺
度
の
総
得
点
お
よ
び

【
合
理
的
・
向
問
題
解
決
】
因
子
得
点
は
演
習
前
＜
演
習
後
で
有
意

な
向
上
あ
り
。

注
12
）
保
育
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
尺
度
は
【
専
門
的
ス
キ
ル
の
向
上
】【
明
確
な
役
割
意
識
】【
自
己
を
取
り
巻
く
ケ
ア
環
境
の
充
実
】
の
⚓
因
子
構
造
で
あ
る
。

注
13
）
小
学
校
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
・
ス
キ
ル
尺
度
は
【
解
決
志
向
性
】【
俯
瞰
力
】【
援
助
要
請
力
】
の
⚓
因
子
構
造
で
あ
る
。

Ta
bl
e
8
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
介
入
内
容
と
結
果
の
概
要
【
感
情
調
整
能
力
向
上
へ
の
介
入
】

番
号

対
象
者

介
入
方
法
・
内
容

評
価
指
標

評
価
回
数
・
時
期

効
果

結
果
の
概
要

23
)
小
児
医
師
よ
り
発
達
障
害
の
診
断
を
受

け
た
⚔
～
11
歳
の
児
の
母
親
12
名

【
介
入
群
】

・
⚖
名

【
対
照
群
】

・
⚖
名

⚑
）
形
態
：
集
団

⚒
）
方
法
：
ト
リ
プ
ル
P（
子
育
て
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

⚓
）
回
数
：
記
載
な
し

⚔
）
所
要
時
間
：
記
載
な
し

⚕
）
実
施
期
間
：
記
載
な
し

・
養
育
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
尺
度

・
子
育
て
ス
タ
イ
ル
尺
度

・
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
尺
度

・
児
の
行
動
尺
度

【
介
入
群
】

・
ト
リ
プ
ル
P
介
入
前
後

【
対
照
群
】

・
介
入
群
と
同
時
期
の
⚒
時
点

有
・
介
入
前
の
介
入
群
vs
対
照
群
の
養
育
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
尺
度
の
有

意
差
な
し
。

・
介
入
群
：
養
育
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
総
得
点
お
よ
び
⚔
因
子
全
て
に
お

い
て
介
入
前
＜
介
入
後
で
有
意
な
向
上
あ
り
。
他
の
⚓
尺
度
に
つ

い
て
も
介
入
後
に
有
意
な
低
下
あ
り
。

・
対
照
群
：
す
べ
て
の
尺
度
に
お
い
て
⚒
時
点
で
の
有
意
差
な
し
。

24
)
海
上
自
衛
隊
員

【
介
入
群
】

・
21
名

【
対
照
群
】

・
な
し

⚑
）
形
態
：
集
団

⚒
）
方
法
：
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
（
静
座
瞑
想
）

⚓
）
回
数
：
⚘
回

⚔
）
所
要
時
間
：
週
⚑
回
90
分

⚕
）
実
施
期
間
：
⚘
週
間

・
精
神
的
回
復
力
尺
度

・
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
尺
度

・
抑
う
つ
尺
度

【
介
入
群
】

・
介
入
前
後

有
・
精
神
的
回
復
力
尺
度
は
介
入
前
＜
介
入
後
で
有
意
な
向
上
あ
り
。

同
様
に
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
尺
度
も
介
入
後
の
有
意
な
向
上
，
抑

う
つ
尺
度
は
有
意
な
低
下
あ
り
。

25
)
看
護
学
部
⚑
年
生

【
介
入
群
】

・
45
名

【
対
照
群
】

・
な
し

⚑
）
形
態
：
集
団

⚒
）
方
法
：⽛
笑
い
と
健
康
⽜
の
授
業

（
講
義
，
演
習
，
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
）

⚓
）
回
数
：
⚘
回

⚔
）
所
要
時
間
：
記
載
な
し

⚕
）
実
施
期
間
：
⚔
か
月

・
S-
H
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
検
査

・
SR
S-
18

【
介
入
群
】

・
授
業
開
始
前
（
⚔
月
），
全
授
業
終
了

後
（
⚗
月
）

無
・
S-
H
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
検
査
は
授
業
前
後
で
有
意
差
な
し
。

・
SR
S-
18
は
，
女
子
学
生
の
【
無
気
力
】
お
よ
び
男
子
学
生
の
【
不

機
嫌
・
怒
り
】
が
授
業
前
＞
授
業
後
で
有
意
に
低
下
し
，
改
善
が

認
め
ら
れ
た
。

注
14
）
養
育
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
尺
度
は
【
子
供
の
特
性
に
関
す
る
知
識
】【
子
育
て
に
対
す
る
肯
定
的
な
認
識
】【
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
の
認
知
】
の
⚓
因
子
構
造
で
あ
る
。



れていた。一方，CBT については明確な効果は得られ
ていなかった。
⚔）ソーシャルスキルの育成をはかる介入
ソーシャルスキルによる介入法は⚒編であった

（Table 6）。対象論文の具体的な介入内容としては，
SEL-8S プログラムが⚑編と問題解決スキルトレーニン
グ（PSST）が⚑編であった。PSSTについては問題に対
する解決方法の検討とその実践の内容であり，介入後に
レジリエンス向上が認められた。一方，SEL-8S は基礎
的な社会能力と応用的な社会能力の育成を目指した介入
内容であるが，介入によるレジリエンス向上の効果は得
られなかった。
⚕）問題解決能力向上への介入
問題解決能力に対する介入法は⚓編であった（Table
7）。これらの対象論文の具体的な介入内容としては，困
難場面を用いた問題解決であった。⚑編は保育場面の児
の困難場面に対する心理劇を用いた対応策の検討である
が，介入後のレジリエンス向上の効果は得られなかった。
一方，看護学生の臨地実習におけるネガティブ場面の対
策に対するロールプレイでは，レジリエンス尺度の部分
的な因子について介入後と臨地実習後のレジリエンスの
向上が認められた。
⚖）感情調整能力向上への介入
感情調整能力に対する介入法は⚓編であった（Table
8）。対象論文の介入法は，トリプル P，マインドフルネ
ス瞑想，笑いに関する授業であった。具体的な介入内容
として，トリプル Pは，子育てプログラムであり，養育
者への講義による介入であった。マインドフルネス瞑想
は，ストレス軽減法であり，静座瞑想による介入であっ
た。笑いに関する授業は，健康と笑いの関連の講義やス
トレス緩和の演習による介入であった。これらの⚓編全
てにおいて，介入後のレジリエンス向上が認められた。

Ⅳ．考 察

⚑．レジリエンス向上に対する介入の効果
⚑）介入形態による効果
対象論文において，ほとんどが集団を対象とした介入
であり，⚑回のみの介入も⚘編と多く，介入後にレジリ
エンス尺度の向上が認められている。これらのことか
ら，⚑対⚑の個別介入を行う場合には時間的制約が大き
くなるが，集団を対象とすることで効率的に介入を行う
ことが可能であると推察される。今後のレジリエンス向
上への介入の機会を拡大するうえで，これらの研究成果
の蓄積が有益であるといえる。
⚒）介入法による効果
本稿では，介入法の内容から，対象論文を⚖カテゴリー
に分類して整理した。以下，カテゴリーごとにその効果

を考察する。
自己理解の促進・自己認識の変容を促進する介入
文献⚑）⚒）⚕）では，自己のレジリエンスやエコグラ
ムの特徴を把握したのちに，仕事の場面の不安やストレ
スなどを他者と共有し，コーピングや問題解決のレパー
トリーを拡大する介入が行われている。文献⚓）⚔）で
は，個人活動と他者とのグループ活動により，自己のレ
ジリエンスに気づいたり，強化したりするための介入が
行われている。文献⚖）⚗）では，自分の強みや好きな
こと・自己成長したことなどのポジティブな側面を発見
し，他者からの承認によって強化する介入が行われてい
る。これらの自己理解・自己認識の変容を促進する介入
は，すでに自分が持っているレジリエンスの資源に気づ
いて活用できること，メタ認知を高めて客観的に自己の
能力・感情または失敗の要因を捉え，生産的な戦略を考
える能力を強化することに繋がり，レジリエンス向上に
寄与すると考えられる。
SAT 療法に基づく介入
文献⚘）⚙）10）は共通の研究者が含まれる研究であ
る。文献⚘）⚙）は同時期に行われた調査に基づく報告
内容であり，文献 10）についても同じ介入法が行われて
いる。具体的には，未来の自己イメージ脚本を想像し，
段階的欲求充足に基づいて，慈愛願望欲求，自己信頼欲
求，慈愛欲求の順にイメージ化していく介入内容である。
さらに，本来的自己で生きるための具体的目標を明確に
し，実現可能性を高める介入まで実施されている。これ
らによって，レジリエンス尺度の肯定的未来志向，新奇
性追求，感情調整の向上への効果が得られている。文献
11）12）は，測定指標にレジリエンス尺度を用いていな
いが，谷口・宗像（2010）の研究成果を基盤に継続的な
調査が行われていることから，対象論文に含めた。谷
口・宗像（2010）の研究では，良好な支援認知（職場の
情緒支援認知，家族の情緒支援認知），ソーシャルスキル
効力感（問題解決行動特性，社会的スキル），良好な自己
認知（自己価値感，特性不安）がレジリエンス尺度（肯
定的未来志向，関心の多様性，感情調整）に寄与するこ
とが因子モデルとして示されている。
SATは，宗像（2006；2007）により開発された療法で
あり，コミュニケーション法，コーチング法，カウンセ
リング法，グループカウンセリング法，イメージ療法，
情動認知行動療法，ソーシャルスキル法など，幅広い領
域において直感思考を重視した，世界の中でも独自の技
法が展開される。この介入により，認知の歪みを修正し，
レジリエンスを高めて自ら問題解決していくことを促進
すると考えられている（宗像，2018）。先行研究の成果か
らも，自己認識の変容・自己価値の向上，他者からの愛
情の実感によるソーシャルサポート資源の認知といった
効果が得られていることが伺える。
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認知行動療法に基づく介入
文献 13）では，SPARK レジリエンスプログラムの実
践により，レジリエンス尺度の向上が認められている。
SPARK レジリエンスプログラムは，ポジティブ心理学
者のイローナ・ボニウェル博士によって開発されたレジ
リエンスを育むための介入である。自己効力感，自尊感
情，楽観性，再起力を向上させ，抑うつの症状を低減す
るといった効果が実証されている。文献 14）15）は，主
に出来事と認知と感情に分けて捉えることを目的とする
認知行動療法の基本となるABC 理論を用いている。こ
れは，あるトラブル状況に対して，出来事と認知と感情
に分け，冷静に物事を捉えていく能力を育むプログラム
であり，その結果としてレジリエンス尺度の興味・関心，
肯定的未来志向，感情調整の向上への効果が得られてい
る。認知行動療法に基づく介入は，認知の歪みを修正し，
捉え方のレパートリーを増やすことによってメタ認知を
高め，冷静な状況判断能力の向上やネガティブな過去の
体験に意味を見出すことによる心の鉄鋼化をはかり，次
に直面する脅威への保護因子の作用を促進することによ
り，レジリエンス向上に寄与すると考えられる。これら
は，APA（2012）が提唱するレジリエンスを築く⚔つの
コア要素のうち，⽛健康的な考えを受け入れること⽜（物
事を冷静に見守る，変化を受け入れる，希望を持つ，過
去から学ぶ）を促進する介入であるといえる。
一方，文献 16）17）の CBTは，自動思考についての理
解と適応的思考への変容を促す認知再考法による介入で
あるが，明らかなレジリエンス尺度の向上が認められて
いない。文献 16）については，⚔回のセッションを行っ
ているが，新人看護師への自己効力感に焦点を当てた介
入であったこと，対象者が⚙名と少なかったことも明ら
かなレジリエンス向上に至らなかった要因として挙げら
れる。文献 17）は CBT のエッセンスを通常の講義⚑回
で行う内容であり，短時間であったこと，個人の認知的
変容をもたらす個人活動や集団活動が少なかったこと，
用いたレジリエンス尺度（RS）が高齢者を調査対象者と
して開発されており，【個人コンピテンス】【自己と人生
の受容】の⚒因子構造であることから，介入効果を捉え
きれない尺度であった可能性などが要因として考えられ
る。しかしながら，この介入によって UPI の得点が有
意に減少し，自己効力感が有意に向上していることから，
精神的健康度を高める効果が得られている。
ソーシャルスキルの育成をはかる介入
文献 19）は，人間関係の問題を解決する方法に焦点を
当 て た SST（Social Skills Training）で あ る PSST
（Problem Solving Skills Training）による介入を行って
おり，この介入によりレジリエンス尺度の関係性志向と
楽観性の向上効果が認められている。ソーシャルスキル
の育成をはかる介入は，APAが示す⽛人脈を築く⽜⽛助

けを求める⽜という戦略の基盤となる能力を強化するこ
とに繋がる。ソーシャルサポートは，問題解決や感情調
整といったコーピングに重要な資源であり，周囲の資源
を上手く活用しながら逆境に対処していくことが，レジ
リエンス向上に効果的であると考えられる。さらに平野
（2015）は，問題に立ち向かう動機づけを持てずにいる人
にとって，自分を否定されずに肯定してもらい，⽛聞いて
もらう⽜というステップが必要であると述べている。そ
の過程を経て徐々に⽛教えてもらう⽜サポートを求める
準備ができ，問題に向き合う動機づけを持つことができ
るようになると考えられている。こうした⽛聞いてもら
う⽜サポートが⽛問題解決志向⽜を育むための第一歩と
なると述べている。
一方，文献 18）は，社会的能力を育むことを目的とし
た SEL-8S プログラム（Social and Emotional Learning
of 8 Abilities at School）を行っているが，介入によるレ
ジリエンス尺度の向上は認められていない。社会的能力
を育むことは，レジリエンスのソーシャルサポート，問
題解決，感情調整に有効であると考えられるが，文献 16）
で用いられた児童用レジリエンス尺度の因子は【意欲活
動性】【楽観性】【内面共有性】であり，介入による直接
的な効果が反映されにくい指標であった可能性がある。
問題解決能力向上への介入
文献 21）は，看護学生が臨地実習で直面する可能性の
高い困難場面に対するロールプレイを行った結果，BRS
（平野，2010）の資質的・獲得的レジリエンスの向上効果
が認められ，臨地実習後も維持または向上する結果が得
られている。また，文献 22）は，認知・感情・行動を区
別することを学んだ後に，問題解決の思考を理解し，そ
の思考を実際に活用して実践レベルまで繋げる介入が行
われている。これらによって，解決志向性，俯瞰力，援
助要請力の各因子得点の向上が認められている。レジリ
エンスは，問題解決のレパートリーを拡大し，対処能力
を高めることが重要である。この先に起こり得る困難場
面の疑似体験による問題解決能力への介入は，困難場面
の認知的評価の変容，メタ認知の向上と感情調整，解決
に向けた具体的行動の明確化，ソーシャルサポートの活
用，自己効力感の向上など，多面的なアプローチによっ
てレジリエンス向上を導くと考えられる。
一方，文献 20）の心理劇による介入では，期待に反し
てレジリエンス尺度の低下が生じている。これは小原
（2005）が述べてるように，保育のプロとしての役割を担
うことの厳しさに真剣に向き合い，専門的なスキルを発
揮して子どもとかかわることの難しさを体験したことが
要因であると考えられる。研究対象者が，ある困難場面
における対応の難しさや援助者としての自己の未熟さを
実感するのみで介入が終了した場合，自己効力感が低下
し，レジリエンスの低下を招くリスクがある。
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したがって，問題解決能力の向上を狙った介入におい
ては，想定する困難な状況に直面したときの解決策がわ
かり，⽛能力が高まった⽜⽛対処できそうだ⽜と実感でき，
自己効力感を高めることができるようなプログラム構成
とする必要がある。
感情調整能力向上への介入
文献 23）はトリプル P による介入である。トリプル
P は Positive Parenting Program（前向き子育てプログ
ラム）であり，幼児から 10 代の子どもの行動・情緒問題
の予防と治療を目的に作られたプログラムである。この
ように発達障害児の保護者への教育の機会を作ることに
より，養育レジリエンス尺度の【子供の特性に関する知
識】【子育てに対する肯定的な認識】【ソーシャルサポー
トの認知】が向上している。文献 25）は，健康と⽛笑い
（快）⽜の感情の関連性を教授し，⽛笑い⽜の認知の変化を
促すこと，ストレス緩和とレジリンスの向上の重要性，
ストレス緩和のための具体的な対処法の演習を組み合わ
せた介入であり，レジリエンス向上の効果が認められて
いる。文献 24）は，マインドフルネス瞑想による介入を
行っており，APAが⽛ウェルネスの促進⽜として示す対
策の⚑つを実施することによってレジリエンス尺度の向
上効果が得られている。
これらの介入は，メタ認知を高め，自己の感情を客観
的に把握し，感情に流されることなく，論理的思考で困
難に向き合う能力を養うことに繋がる。レジリエンスの
中核概念は⽛逆境⽜と⽛肯定的適応⽜である。逆境に直
面する中で精神的健康を維持し，肯定的適応を果たして
いくためには，ネガティブな感情を上手くコントロール
することが重要である。Richardson（2002）のレジリエ
ンス・モデルでは，レジリエンスのプロセスは，人が肉
体的，精神的，そして霊的にバランスのとれた生物・心
理・霊的ホメオスタシス状態，すなわち快適空間にある
ときから始まるとされている。この恒常性の状態が崩れ
るのは保護要因が不十分な場合であるが，崩壊を経験し
た人は，やがて適応していき，さらなる保護因子の獲得
と新たな高いレベルの恒常性の達成につながり，レジリ
エントな再統合を果たすと述べている。したがって，感
情調整能力の向上を図る介入は，心理的恒常性を保ち，
逆境に対して冷静に対処していく能力を育み，レジリエ
ンスの促進に繋がると考えられる。

⚒．先行研究におけるレジリエンスの介入研究の課題
レジリエンスの介入研究の課題として，⚑点目に対照
群の設定がされていない研究が散見され，介入効果のエ
ビデンスレベルが低くなってしまうことである。⚒点目
に，介入前後のみの評価で，フォローアップの調査がな
い研究も 13 編と半数以上であった。この場合も，介入
によるレジリエンス尺度の得点上昇への効果は検証され

るが，その効果がリスク環境下に置かれても維持される
のか否かの検証には至っていない。⚓点目には，本当に
予防的効果があるといえるのかが不明瞭である研究が多
いことである。レジリエンスの中核概念は⽛逆境⽜と⽛肯
定的適応⽜の⚒要素である。さらに，レジリエンスはリ
スク環境下において肯定的適応を果たすプロセスを指す
概念である。このことから，実施した介入が各研究者の
想定する逆境に対する保護的作用を発揮しているのか否
かの検証に課題がある研究も多い。つまり，逆境に直面
する前に予防的介入を行ったならば，想定するリスク環
境下に置かれた後の調査が必須である。リスク環境下に
おいてレジリエンスが維持・向上され，かつ，肯定的適
応を果たした場合に，介入による予防的効果が得られた
と判断できる。これらの先行研究の成果から抽出された
課題に留意し，介入研究に取り組むことにより，介入法
とその効果に対する妥当性・信頼性が強化されると考え
られる。

⚓．臨地実習におけるレジリエンスを高める
介入の方向性
先述した先行研究による成果を概観し，レジリエンス
のプロセスに照らし合わせて考察すると，⽛認知の歪み
を修正する⽜⽛メタ認知を高める⽜⽛感情をコントロール
する⽜⽛ソーシャルサポートを上手く活用する⽜といった
能力を高めることを基盤としたうえで，⽛柔軟で多様な
問題解決の方略を考え，それを行動化する⽜能力によっ
て，リスク環境下での肯定的適応を果たすことができる
のではないかと考えられる。そして，焦点を当てる問題
解決場面は，レジリエンスの中核概念の⚑つである⽛逆
境⽜をどのように捉えるのかが重要である。各リスク環
境における⽛逆境⽜に応じた認知的評価・感情コントロー
ルとソーシャルスキル，そして具体的な問題解決スキル
の向上を図るための介入によって，レジリエンスを高め
ることができると考えられる。
本稿の第二の目的は，臨地実習におけるレジリエンス
向上をはかるための介入方法の示唆を得ることである。
したがって，先行研究の介入効果を基に介入プログラム
の方向性を検討したい。竹之内（2024）の調査から，看
護学生が臨地実習で直面する困難は，【指導方法・内容に
関する要因】【教員・指導者との信頼関係に関する要因】
【自己・他者評価に関する要因】【対象の状況に適した看
護実践に関する要因】【専門的知識・技術に関する要因】
【生活・体調のコントロールに関する要因】【学生間の人
間関係に関する要因】【対象者との人間関係に関する要
因】の⚘カテゴリーに分類され，臨地実習環境下におけ
る⽛逆境⽜と捉えることができる。さらに，竹之内（2022）
が開発した⽛実習用レジリエンス尺度⽜は，臨地実習の
リスク状況に対応しており，臨地実習で辛い状況に直面
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した学生のうち，それを⽛乗り越えていない群⽜よりも
⽛乗り越えた群⽜の方がレジリエンス尺度の総得点およ
び各因子得点が有意に高かった。さらに，⽛乗り越えた
群⽜は看護学生用ストレス・コーピング尺度の⽛積極的
コーピング⽜得点が有意に高く，⽛回避的コーピング⽜得
点が有意に低いという結果が得られた。これらの結果か
ら，⽛実習用レジリエンス尺度⽜の向上に向けて各因子へ
のアプローチを行うことにより，問題解決能力も向上し，
臨地実習の肯定的適応の促進が図られると予測できる。
本尺度開発時には，レジリエンスが包括的概念であると
いう性質上からレジリエンス尺度の下位因子間の相関を
想定して作成した。したがって，⚑つの因子へのアプ
ローチにより相乗効果が発揮され，他の因子の向上にも
寄与する可能性が高いと考えられる。
⽛実習用レジリエンス尺度⽜は⚕因子構造であり，先行
研究における介入法と⽛実習用レジリエンス尺度⽜の⚕
因子との関連をFigure 2 に示す。【肯定的未来志向】は，
辛いことや困難な出来事に意味を見出して挑戦する，あ
るいは目標に向かって前向きに取り組み続ける力の因子
である。特に⽛認知行動療法に基づく介入⽜や⽛自己理
解の促進・自己認識の変容を促進する介入⽜は，困難な
状況に意味を見出し，ポジティブな捉え方を促すことや
自身の目標を自覚することによって，困難な状況下での
モチベーションの維持・向上をはかり，【肯定的未来志向】
因子を高める効果が得られると予測される。また，
⽛SAT 療法による介入⽜⽛ソーシャルスキルの育成をは
かる介入⽜⽛感情調整能力向上の介入⽜も，他者の支援を
有効に活用しながらメタ認知を高めることで，この因子
を促進すると考えられる。【自己統御性】は，ネガティブ
な心理状態に陥っても，自分の感情や生活をコントロー
ルし，今やるべきことに取り組み続ける力の因子であり，
特に⽛認知行動療法に基づく介入⽜や⽛自己理解の促進・

自己認識の変容を促す介入⽜⽛感情調整能力向上の介入⽜
によって，自己の感情と認知の歪みに気づき，それを修
正すること，多様な情動焦点型コーピングを用いてスト
レスを緩和することにより，メタ認知を高め，自身の感
情と行動のコントロールを促すことによって，【自己統
御性】因子を高める効果が期待できる。また，その際に，
⽛ソーシャルスキルの育成をはかる介入⽜や⽛問題解決能
力向上への介入⽜も対処戦略の幅を広げ，ネガティブな
感情を低減させると考えられる。【ソーシャルサポート】
は，辛いことや困難な出来事に遭遇している時に，スト
レス軽減や問題解決に導くために他者の支援を自ら求
め，それを活かすことができる力の因子である。特に
⽛ソーシャルスキルの育成をはかる介入⽜⽛問題解決能力
向上への介入⽜⽛感情調整能力向上の介入⽜は，自分をと
りまく人的資源を効果的に活用する能力を高めると考え
られ，【ソーシャルサポート】因子の向上に寄与すること
が期待できる。また，ソーシャルサポートの活用には，
まず，本人の認知が重要となる。そのため，⽛自己理解の
促進・自己認識の変容を促す介入⽜⽛SAT療法に基づく
介入⽜⽛認知行動療法に基づく介入⽜は，人的資源とその
活用の重要性に気づくための認知的変容を促進すると考
えられる。【柔軟性】は，直面している問題に対する解決
手段を柔軟に考える力の因子である。特に⽛認知行動療
法に基づく介入⽜⽛ソーシャルスキルの育成をはかる介
入⽜⽛問題解決能力向上への介入⽜は，メタ認知を高め，
問題を多角的に分析し，戦略のレパートリーを拡大する
ことに繋がると考えられ，【柔軟性】因子の向上への効果
が期待できる。また，⽛自己理解の促進・自己認識の変容
を促す介入⽜⽛SAT療法に基づく介入⽜⽛感情調整能力向
上の介入⽜も，メタ認知を高め，冷静に問題への対処を
行う基盤を整えるうえで有効であると考えられる。【楽
観性】は，物事を楽観的に捉えてストレスを軽減し，困
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Figure 2 ⽛実習用レジリエンス尺度⽜⚕因子の向上が期待できるレジリエンス介入法の関連マップ



難を乗り越えようとする力の因子である。特に，⽛感情
調整能力向上の介入⽜によって，ネガティブな感情を緩
和することが重要であると考えられる。また，楽観的な
志向を促すためには，⽛自己理解の促進・自己認識の変容
を促進する介入⽜⽛SAT療法に基づく介入⽜⽛認知行動療
法に基づく介入⽜や⽛ソーシャルスキルの育成をはかる
介入⽜などの認知的評価の変容への介入も適用できると
考えられる。
以上より，臨地実習におけるレジリエンス向上のため
の介入プログラムの方向性として，認知的評価・感情コ
ントロールへの介入，ソーシャルスキル向上への介入，
問題解決スキル向上への介入の⚓側面からのアプローチ
が必要である。
⚑）認知的評価・感情コントロールへの介入
（1）臨地実習での困難が成長の機会になるというポ

ジティブな意味づけ
（2）自己理解と自己価値の認識
・自分がすでに持っているレジリエンスの資源や
自分の良いところを発見・強化

⚒）ソーシャルスキル向上への介入
（1）ソーシャルサポートの重要性の理解
（2）対人関係を良好に築くためのソーシャルスキル

の知識・技術
（3）臨地実習で学生を取り巻く人々との関わり方の

スキル向上
・指導者への報告の仕方や指導の受け方
・学生が直面しやすい対象者との関わりの困難場
面への対応
・相談することの重要性と教員への相談方法

⚓）問題解決スキル向上への介入
（1）問題を俯瞰し，多面的にその要因を分析する思

考
（2）問題解決の戦略のレパートリー拡大と自己効力

感の向上
・臨地実習で学生が起こしやすい事故場面の検討
・具体的な解決行動を考え，ロールプレイなどの
実践を通して⽛実行できそうだ⽜という自己効
力感の向上

これらのプログラムを臨地実習前のオリエンテーショ
ンに含め，臨地実習の数か月前よりレジリエンスの保護
因子の獲得と強化を図ることによって，臨地実習での保
護メカニズムの作用を高めることができるように学生自
身の基盤を整えていく必要がある。さらに，⽛実習用レ
ジリエンス尺度⽜を用いて学生のレジリエンスの特徴を
把握し，教員の関わり方に活用することによって，ソー
シャルサポートを強化し，臨地実習適応の促進に繋げて
いく必要がある。

Ⅴ．本研究の限界

本研究の限界として，活用したデータベースが CiNii
Research のみであったため，心理的レジリエンスの介
入研究を網羅できていない可能性がある。さらに，今回
は海外論文の介入研究の知見を含めていないため，引き
続き国外のレジリエンス向上のための介入法の知見を整
理することが課題である。
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